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E巻頭言

技術の実疑性

(株) ATR環境適応通信研究所

代表取締役社長 小宮山 牧兒

日本における携帯電語 (PHSを含む) の加入台数が、 l999年度末に田定電語の加入台数を上回る見通し

とのことです。携帯電語サー ビスが開始されたのは、 わずか十数年前のl987年です。 この燦発的普及は、

サー ビスが利用者に受け入れられたことに加えて、 低価格化、 小形軽量化が進んだことの寄与が大きぃと

されています。

携帯電話に代表される移動通信は、これからは単に音声だけではなくデ一夕、画像等の種々のメディア

を伝送するマルチメディア移動通信の展開が必須となり、  これに向けての研究開発が精力的に行われてぃ

ます。

当所でも開連した研究を行つている 「 ミ リ 渡」、 「アダブティブアレ ー アンテナ」、 「マイクロ渡フォトニ
クス」 は、移動通信のマルチメデイア化を実現するための基相支術とE1されていますが、実用性とぃう観
点からすると、  低価格化のハー ドルが依然として高く、  現状では性能が最も重視される軍事応用に留まっ

ているのが大平であるとぃう点が共通の特色として挙げられます。

「 ミ リ 波」 を例に取りますと、1970年代平ばまでのミリ波導渡管による大容量、長距離伝送を日指した
研究開発が終:1等してから、1980年代後半に 「 ミ リ 波」 に対する関心が再び高まり、現在は車載レー ダ、室
内LAN、WL L (無線アクセスシステム )等への応用で 「 ミ リ 波」 ルネッサンスの到来という言い方もされ
ています。 しかし、未だ多くの 「 ミ リ 渡」 応用では、デバイス、部品の高価格が実利用の主要な阻害要因
となっています。最近では、 ミリ波回路を集積化したMM lc技術の進展により低価格化も大分進行してき
てはいますが。

ATRでは、 その基本理念上、 技術の先端性、 独創性をまず第一に追求するのが通例ですが、 最近当所で

は、 「アダプティブアレー アンテナ  (アレーアンテナの各アンテナ素子の出力に重み付け等の信号処理を加

えることにより、所望波のみを適応的に受信できるアンテナ)」 およびマイクロ波と光技術の融合により新
機能の発現を目指す 「マイ ク ロ波フォ ト ニ ク ス」 で、簡略化、低価格化にっながるアプローチを取 り 、面
白い成果が出ています。 前者の例では、 従来は、 信号処理を全てディジ夕ル処理で行う研究が主流となっ

ており、  多数の高周波回路を必要とするため実用性にク、.ける点があったのに対し、 信号処理の一部をマイ

クロ波帯アナログ回路に担わせることにより実用性に富んだ方式を提案しました。現在、シミュレーショ

ン実験の段階ですが、 特性的にも従来法と同等以上の値が得られており、 学界から注日されています。 後

者では、2台のレーザ光源から安定なミリ波を作る際、従来は2台とも高価で高品質なレーザを用いていた

のに対し 、一方を安価な汎用レーザを用いることにより、従来法よりミリ渡の周波数可変範囲が大幅に広

い、実用性の高い方式の開発に成功しました(詳細は、本号の 「研究動向紹介」 20ページに掲載)。
当所のブロジェクトも中間点を過ぎ、まとめのフェ ー ズに入つて来ています。実用性も 一十分意識して、

複眼的な視点から研究を進め、 収東に向けてぃきたいと考えています。
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「高度音声翻訳通信の基礎研究」の成果概要

㈱ATR音芦翻訳通信研究所

代表取締役社長 山 本  誠一

ATR音声翻訳通信研究所は、  1993年の設立以来

7年間にわたって進めてきた高度音声翻訳通信の基

礎研究を、  本年 2月末で終了する。  1 9 8 0年代に開

始されたNECの先駆的な研究やATR自動細訳電話

研究所の基礎研究は、  音声翻訳が実現可能である

こ と を 実 証 し た が 、  そ こで採用された文法に基づ

く音声認識技術や言語細訳技術では、  対話に代表

され る日常の自然な話し言葉を適切に翻訳する こ

とは極めて困難であった。

これを受けて開始された高度音声翻訳通信の研

究日標は、  日常の自然な話し言葉を相手の言語に

細訳す る た め の 要 素技術 を 確 立す る こ と で あ る 。

す な わ ち 、  特別な言語運用知識を持たなぃ一般の

方 が 、 特 に 訓練 な し に 利 用 で き る よ う な 青 声 細訳

システムを実現するための要素技術を確立する こ

と で あ る 。  こ の た め 、  日常の対話に関する大規模

コ ーパス を作成 し 、  各要素技術にっい て コー パ ス

に基づく研究手法を採用した。  研究計画と しては 、

発足か ら当初 4年間は自然な話し言葉を認識 、  翻

訳、  合成するための要素技術の研究を進め、  後半3

年間はこれらの要素技術を統合して総合的な評価

を進める計画を設定した 。  各要素技術の研究成果

に っい て は 、  以下に各研究室長がその詳細を記述

す る の で 、  こ こ で は 統合化 さ れ た 書声 ・細訳技術に

関する研究成果にっいて述べる。

異なる言語間での対話を音声翻訳する技術の評

価や技術課題の把握には、  双方向で動作する音声

細訳システムが必要である 。  こ の よ う な 考 え に 基

づ き 、  1 9 9 8年に各要素技術を統合し、  旅行予約に

関する対話を対象に 、  語彙数一万語を越え る日英

双方向音声細訳システムを開発し 、様々な観点か

ら青声翻訳技術の評価を進めた。  その結果、  旅行

予約に関する対話にっいては実時間で青声細訳可

能であ り 、 5 段階の主観評価でも 3.8 点 と 、 「少し不

満 が 残 る が 用 件 を 満 た す こ と が で き る」 と い う 評
価 を 得 る 段 階 に 達 し て い る 。  さ ら に 、 様 々 な 英 語

運用能力を有する日本人と音声翻訳結果の質を一
対比較 し た 結果 、  現在の青声翻訳技術の翻訳は 、

ToE lc ス コ ア 一 5 0 0 点台の日本人による話し言葉
の細訳結果にl1!.敵す る こ と が 判 明 し た 。  T〇EIc公

開 テ ス  ト での大学生の平均は約 5 7 0 点である こ と

か ら 、  1 4年前のATR自動翻訳電話研究所発足時に、

「夢の自動翻訳電話」 と いわれた技術は 、  翻訳でき
る対話の対象は旅行の予約に限定され る ものの 、

い よ い よ 外 国 語 を 一l 年 近 く 学習中の人間 と も比較

ができる段階に入つた訳である 。

なお 、  旅行予約を対象にATR音声翻11訳通信研究

所で研究開発した技術を、  電話料金や市外局番等

の質問に答える対話に適用した結果、  ほぼ同等の

翻訳性能 が 得 ら れ る こ と が 確 認 さ れ て お り 、 A T R

音声翻訳通信研究所で研究開発した音声翻訳技術

は 、 他 の対話に も 適用可能で あ る こ と も 実 証済み

で あ る 。  ただ 、  それには対象の対話コ ーパ ス の収

集が必要であ り 、様々な対話に全てこの収集作業

を実施 し て利用範囲を広げ るのは困難であ る 。  既

に 一l 分 な量が利用可能な新聞等のテキス  ト コーパ

ス等を活用して効率的に音声-翻11訳シ ス テ ム の利用

範囲を広げる手法等は未開拓であ り 、  その開発は

今後の課題である。

以上述べたよ うに 、 A T R青声翻訳通信研究所で

の 7年間の研究の結果、  対話を対象 と し た音声翻

訳技術は、  対話の対象が限定されている場合、  「少

し 不満が残 るが用件を満たす こ と がで き る」 と の
評価を得て、 T〇 E I C ス コア一 5 0 0点台の日本人に

l基_商文する段階に達するよ うな大幅な進展を見た。
しかし 、  詳細に観察すれば、  音声翻訳シ ス テ ム の

翻訳結果が、 T〇E I C スコ ア 一 5 0 0 点台あるいはそ

れ以上のスコアーの日本人の細訳結果を上回る評

価 を 得 て い る の は 、 主 と し てェ ン ト ロ ピーの小さ

な比較的単純な発話であ り 、  複雑な発話にっい て

は評価が下がる 。  す な わ ち 、  抜辞の記憶能力によ

り基本間題は好成續を上げるが 、  組み合わせの複

雑な応用間題はまだ一1要111の努力が必要な状態であ

る 。  さ ら に 、  日本からの積極的な情報の発信が今

後 ま す ま す 重 要 に な る こ と を 考 え る と 、 途 中 で の

聞き返し等が許される日常対話の音声翻訳技術以

外に 、  複雑な発話か ら構成 され る講演な どでの利

用 を 可 能 と す る 、  よ り 高度 な青声翻訳技術 、 す な

わち同時通訳技術の研究が待たれるところである 。
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特集 一音声翻訳通信研究所プロジェク ト終了

自然発話音声の認識

自然発話音声が持つ、  発音の く  ずれや話者によ る音響特性の違い 、  語順の自由

度 、  間投詞の挿入等に対処可能な通健な音声認識技術を研究した。  要素技術で

あ る 音 声 特 徴 抽 出 ・ パ ラ メ ー タ 表 現 、 音 響 ・ 発 音 モ デ ル 学 習 法 、 話 者 適 応 ・ 不

特定話者モデル、  言語情報利用による単語候補の続計的推定、  効率的深索法を

確立した 。また 、 これらを認識システム作成ソフ ト A T R S P R E C と して集大成し 、

大規模自然音芦テ'ー タ と共に提供した 。

1.  音声認識用特徴パラメ ータ表現

音声認識に用い る青声特徴量 と し て は 、  従来、

音声符号化のための音響パ ラ メ一夕が流用 されて

きた。  しかし 、各音素の識別と ぃ う音声認識の目

的 か ら す る と 、  こ れ ら は必ず し も 最適 な も の では

な い。 こ の ため 、  人間情報通信研究所と協力して

各音素の識別器にあった特徴表現の認識誤り最小

化基準に基づいた設計、  幅,覚マスキング特性を考

慮 し た音響パ ラ メ 一夕表現を考案 し た 。  ま た 、 使

用環境によ らな ぃ ロバス ト な認識特徴表現と して 、

サ ブ ノ 、、ン ド ・ ス ぺ ク ト ル ・ セ ン ト ロ イ ド ・ バ ラ メ
一夕を考案した。

2. 音響 ・ 発 音モデル構築技術
音素等の青声単位の同定を行う  ための統計的音

響 モ デ ル と し て 、  尤度最大化基準に基づく隠れマ

ル コ フ・- デル  ( H M M ) 構 成 法 ( M L -S S S )  を考案
し、  学習デ一夕量に応じた効率的なモデル作成法

を確立した。  ま た 、  誤認識特性を用いた H M Mモ

デルの発音記述、  分 布 モ デ ル パ ラ メ ー タ の 再 学 習

法を考案し、  ゆれの大きな自然青声に対して頭強

な統計的音響モデル作成法を確立した。  発音モデ

ル と し て は 、  自然発話中の発音変形を発音記号レ

ベルで吸収するため 、  言語統計と音声知識を反映

した統計的発音辞書の学習法を提案した。

3, 話者適応・不特定話者モデル

年齢、  性別、  出身地など話者個人の違いに起因

する音声特徴のばら っきへの対処は、 パ夕一 ン 認

識としての音声認識の大きな課題である 。  入力音

声を利用して 、  システムの持つ音響モデル特性を

話者の特性に近づけて性能向上を図る。  このため 、

少量学習デー タ の補間 と平滑化を行 う 移動べ ク ト

ル場平滑化 (vFs ) と大量不特定話者デー タ を 有
効利用する最大事後確率推定法 (MAP )  を統合し

た M A P-vF S話者適応法を考案した。  また、  極少量
の学習サンプルだけで適応ができる音声生成機構

モデル適応法、  発話と共に漸次的に学習を行え 、

最終的には一括学習したモデルに漸近する動的話

者適応法を考案した。  話者適応法に加え、  少数の

サンプルで学習が可能な話者重み学習法、  木状の

話者 ク ラ ス 夕 リ ン グ を 用 い た不特定話者モデル を

考案した。  認識時にはこれら複数の認識モデルを

第 一研究室長 匂坂 芳典

同時に起動し、  最も青響特性の近い話者モデルを

選ぶ。  これによ り男女声等声質の自動識別が可能

と なった。

4. 言語情報利用による単語候補の統計的推定と効

率的探索法

青声認識は探索問題であ  り 、 発話内容の同定に

は言語情報が持つ制約の利用が不可欠である。  話

し言業が持つ柔軟な表現を許容する言語制約とし

て 単語連接続計量 ( 単 語 N グ ラ ム )  を 用 い る 。 従

来 の単語 N グ ラ ム に 比 べ省 メ モ リ か っ高性能な品

詞 ・ 単 語 の 可 変 長 N グ ラ ム 、 活 用 を 持 つ 言 語 に 有

効 な 前 後 別 多 重 単 語 ク ラ ス 、  品詞 と 単語属性の

M A P 補間 、  夕スク毎に異なる連接特性の適応法、

未登録単語用言語モデルを考案した 。  効率的探索

法 と し て は 、  単語仮説の融合、  効果的候補削除に

よ り 候 補単語 グ ラ フ を 出力 と す る 時間同期探索法 、

高速で省メモ リの縦型探索法に基づ く実時間単語

候補探索法を完成した 。 ま た 、青声翻訳全体を考

えた認識部を構成するため 、  言語翻訳部が受理可

能な文を出力す る ための有限状態 ト ラ ン ス ジ ュ ー

サ 、  隠れマルコフモデルや決定木を用いた統計的

音声理解系を構築し、  音声翻訳システムの一部と

しての音声認識機能の拡充を図つた。

5.  音声認識システム化、 自然音声デー タ収集、  性

能評価

研究の進展にすばやく対応した要素モジュ ー ル

の組替 え 、 音 声言語デー タ の オ ン デ マ ン ド 利 用 、

中 間 デ 一 夕 の 効 率 的 な 受 渡 し を 可 能 と す る た め 、

モジ ュ ラ 一型シ ス テ ム ・ アー キ テ ク チ ャ を 設 計 し

た 。  こ の設計の も と に 、 研究成果に よ る各要素技

術 の ソ フ ト モ ジ ュ ー ルを音声認識研究用ツ ー ルキ

ッ ト A T R  S P R E C としてまとめ上げた。  ま た 、 認 識

性能を定量的に評価してゆ くため、  「旅行に関する
会話」 自然発話音声対話デー タ 、  日本全国にわた
る広い年代層からなる大規模日本語不特定話者音

声 デー タベー スの収録を進めた。  こ れ ら の デー タ

ベー ス を用いた評価実験を数カ月毎に 3 年間にわ

た って行つた結果 、  初期システム作成時と比較し

て 誤 認 識 が 約 7 0 % 削 減 さ れ 、  最 終 的 に 語 彙 数

2 7 , 0 0 0語の、  旅行に関する対話音声の認識におい

て単語認識率8 7 .7 % を達成した 。

※略語の表記にっいては巻末の略語一覧を參照くださぃ
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発話韻律処理の研究とその結果、  新音声合成パラダイム

音声翻訳において出力音声が正 し く かつ自然に聞 こ え る よ う にす る ために 、  入力音

声 か ら 単 に テ キ ス ト の み な ら ず 、  読み上げ情報や発話スタイルの情報を獲得する必

要があ る 。  そのために発話音負律情報の抽出、 変換、  生成の研究と音声合成の研究を

進めた。多言語音声出力のため、  目本語を始め、英語、章韋国語、  ド イ ツ 語 、 中 国 語

などの音声デー タ ペー スか ら韻律パターン と発話バ リ ェ一ションの分析と続計的モ
フール化を実施した。その結果、 CHATR音声合成方式を開発すると共に、DATR自動

デー タ ペー ス作成技術を確立した.

1 .  話し言葉の特徴

自然会話の話し言葉は、  非文法的な言い回しゃ

省略が多いにもかかわらず 、  内容は理解しやすぃ。

その理由は、  文字の情報に加えて音員律という情報

が存在するか らであ る 。  例 え ば 「そ う ですね」 は、
額律の違いに よ っ て肯定 と否定のどち ら の意味に

も 取 る こ と が で き る 。  ま た 、 話 題 に し た い こ と の

相 違 に よ っ て 「田 中 さ ん の 本」 の場合 「田 中」 が
強 調 さ れ た り  「本」 が 強 調 さ れ た り す る 。 話 し 言
葉にお ぃ ては 「明日行き ます」 の よ う な 発 話 も 文
末抑楊 を 変 え る こ と に よ っ て 疑 間 に な っ た り 断 定

に な っ た り す る 。

発話韻律処理では、  こ の よ う な 汎言語情報の分

析 、 符 号化 、 生 成 の研究 を 進 め た 。 後 述す る 2 つ

の プ ロ ジ ェ ク ト P I と P E G A S Us にお ぃ て 、 声 の 抑
揚 、 発 話速度 、 111iの 大 き さ な ど を 考 慮 し 音 声 波 形

の音響的特徴と発話内容の機能的役割のモデル化

を進めた。

2. Pl : 発話額律処理の基本研究
音声翻訳はテキ ス ト 翻訳 と比べ 、  同 じ意味 を伝

えるための方法が多数存在する。  声に含まれる音置

律情報を処理すればよ り適切な翻訳が可能となる 。

音声翻訳システムの韻律処理部分を担 う P I が 、  発

話讓律情報を伝える 。  発話行為、  強調、  韻律境界

などを示す韻律情報の抽出アルゴリズムを提供し、

発話意図を伝え る青声 を合成す る こ と を 可能に し

た。  入力話者の発話情報から符号化を行なぃ、  テ

キ ス  ト 情 報 と 共 に 扱 い 、  翻訳結果の出力情報の上

に反映させる手法を考案した 。  また 、  P Iの研究か

ら 、  テ キ ス ト に 適 切 な 情 報 を 付 加 し 、 文 脈 に よ る

意味の違いや読み上げ情報の予測も可能となった。

韻律モデルや青張律情報符号化手法ToB I ( ト ー ン と

韻律境界)  の ア ル ゴ リ ズ ム を 検 討 し 、  さ ら に 日 本

語専用の J-ToBI、 韓国語専用のK-T o B Iの開発を進
め 、  多数話者発話音声デー タ ベー スを構築した。

3. PEGASUS : 発話額律処理技術の研究
P EGA SU Sでは統計的手法によってi損律情報の抽
出 、予測 、生成 、信号処理 、単位選択な どの基本

ア ル ゴ リ ズ ム の 研究 を行つ た 。  大規模音声コーパ

ス を 基 に 学 習 ア ル ゴ リ ズ ム を 考 案 し 、 合 成 パ ラ メ

第二研究室長 Nick Cambe11

一夕を決定した。  さ ら に 、  音響的バ リ ェー シ ョ ン
を モ デ ル化 し 、 韻 律 デー タ ベー ス も構築 した 。額

律特徴を青声波形と して生成する方法と 、  単位選

択手法を考案した。  この成果を波形接続型青声合

成手法 ( CHA T R )  と し て ま と め た 。  また多言語知

識 デー タ ベー スも同時に構築した。

4. 新音声合成システムCHATR

CHATRは自動細訳電話研究所のコーパスベー ス

青声合成  (Nu-talk) を起点に開発された。
こ れ は 、  単位選択として讓律情報を含む合成手

法を提供する日本語を始め英語、韓国語、  ド イ ッ

語、  中国語といった多言語に対応した音声合成シ

ステムである 。

テキ ス ト 処理や韻律情報の計算は 、言語依存性

が あ る が 、  音 響 的 特 徴 は 言 語 に 依 存 し な ぃ た め 、

新たな言語 、声質 、発話ス夕イルへの移植が可能

で あ る o

CHAT Rで用いている波形選択接続方式は、  従来

合成時に不可欠であった信号処理を不要と した こ

と に よ り 、  自然性の高い音質を実現している 。  こ

の音声合成の品質はデー タ ベー スに依存するため 、

デー タベー ス自動作成ツール キ ッ ト と し て D A T R を

開発した。 これはCHATRと相互補完の関係にある。

5. 額律による音声合成と音声データベー ス
音声合成研究におけ る パ ラ ダ イ ム ・ シ フ ト に よ

り 、  自然性の高い、個人性の特徴を保持した音声

出力を可能にした 。  こ の技術に よ り 青声認識や翻

訳技術と同様、  タ ス ク を 限 定 す る こ と に よ り 、 高

品質な合成青声を保証するこ とができる 。

今後の課題 と し て 、  韻 律 デー タ ベー ス の バ ラ ン

ス は 重要 な テ ーマ で あ る 。  D A T R の 一 部 と し て 、

デー タ ベー ス 設 計 お よ び デ ー タ ベー ス削減アルゴ

リ ズ ムは既に組み込んでお り 、 作業の段階に達し

て い る 。

将来、  音声合成の重要度が増すに伴い、  感情を

含む発話な ど も 要求 さ れ る と 思 われ る 。 多様 な音

声を表現する実現可能性が見えてきた段階である。

※略語の表記にっいては巻末の略語一111Lを 参 照 く だ さ い
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1. 変換主導翻訳(TDMT )
実際の会話とその同時通訳結果を収集し 、  その

対訳 を 模倣 し て 細 訳す る こ と に よ り 、 文 法 的 に間

違つた表現であっても対応可能な細訳方法を実現

した 。  対訳例の特徴的な表現を一般化する事前学

習 を 行 な い 、  システムが翻訳可能な表現の被覆性

を 高 め て い る 。 例 え ば 、  「中国の河」 は 「x の Y」
と ぃ う パ タ ー ンに一般化する 。一般化に よ る 元 の
意味の喪失を防ぐため 、  こ のパ夕一ンに元の表現

「中国の河」 と 対 訳 「river in China」 も一結に登録
する。翻11 訳システムに文が入力される とその表現

に 当 て は ま る パ タ ー ン を 検索 し 、  そ の パ タ ー ンに

登録 さ れ て い る 表現の う ち 入力 さ れ た表現 と 意味

的に最も近い表現を選択し 、  選択された表現をま

ねて訳文を作成する。

「 京都に到着する時間を教えて くだ さい」 と ぃ
う 文 が入力 された場合 、次の よ う に訳文を生成す

る 。  まず 「京都に到着する」 のパタ ー ン 「x に Y」
に着目する 。  こ の パ 夕一 ン に は例 え ば 「大阪に着
く 」 「友人に会 う 」 「ひどい日に遇 う 」 などの表現
が 登 録 さ れ て い る 。  シ ソ ー ラ ス に よ り  「京都に到
着する」 に意味的に近いもの と して 「大阪に着く 」
を選択する。その対訳 「arrive in 〇saka」 を模倣し

て 「arrive in Kyoto」 を生成する。以下、  「到着する
時 間」 を 「t h e  t i m e  w h e n」、 「時 間 を 教 え て」 を

「t e11 (me ) the  t ime」、 「教 え て く だ さ い」 を 「please
te1lme」 に 、順に生成する 。  これらを文法規則に従

って組み合わせ、  最終的に 「Please te11(me)the time
when ( I ) a r r i ve  in Kyoto」 と翻訳する 。
T D M T で は 、 翻訳例に基づ く パ タ ー ンの追加に

よ り 、 パ タ ー ンの相互関係の調整が必要になる場

合 も あ る が 、  比較的容易にシステムの性能が向上

す る 。

2. 省略格要素補完

上記の細訳におぃて 、  「Please t e 1 1 (m e ) t h e  t ime

w h e n ( I ) a r r i v e  in Kyoto」 の括孤内は、  入力文「京
都 に 到 着 す る 時 間 を 教 え て く だ さ い _1 には表現さ
れ て い な い 。  日本語では こ れ ら を 言 わ な ぃ の が普

通であ るが 、  英語では必須である。

音声翻訳通信の実現に向けた話し言葉翻訳の研究

̃変換主導翻訳の実現̃

入間同士の会語には、  文法的に誤つた表現や断片的な表現が合まれる。  こ の よ

う な話 し言葉を翻訳可能 とす る技術を研究した 。  具体的には 、  数単語か ら 成 る

表現パタ ー ンを翻訳単位と して 、  漸進的に訳文を生成する変換主導翻訳(TDMT )

を実現した。  対話翻訳への適用性を高めるため、  主語補完や部分翻訳等の技術

を実現した。方使行会話の模擬対話例に基づき表現パタ ー ンの収集、  整備を行な

い 、  多言語の話し言葉翻訳の実現可能性を実証した。

第三研究室長 白井  論

翻11訳例の日英表現を対比すれば、 ど の よ う な 補

完が必要であるかがわかる 。  そ こ で 、  機械学習の

手法を応用して、  対訳文からク( 落 し て い る 要 素 を

推定するための決定木を作成し 、  それ を使つて必

要な要素を推定する方法を実現した。  評価実験に

よ れ ば 、 話 し 手 、 ク1::落要素のある動詞、理-等,敬 な ど
の待遇表現な ど を 手がか り と す る と 、 未 知 の文に

対して 、  文の主語では80 %以上を正しく補完できる。

この技術を進め、  「そのホテル」 が何を指すのか
を推定する文脈処理の方法も検討中である。

3. 部分翻訳

現在の青声認識技術ではすべての会話を正し  く

聞 き取 る こ と は英111 し ぃ た め 、 認 識 結果 に は誤 り が

含 ま れ る こ と が あ る 。 「ホ テ ル を 予 約 し た ぃ ん だ け
ど」 と 発話 され 、正 し く認識 されれば 、  「I ' d l i k e  to
reserve the hote1」 と 細 訳 す る こ と が で き る 。  しかし
「ホテル」 を 「 '室t ( ホ タ ル )」 と 認 識 を 誤 り 、  そ れ
をそのまま訳すと 、話11;1訳処理は正しくても意味不

明 と な る 。  こ こ で 、  『 旅行会語 』の場面とい う前提

があれば、  「宣:1'」 が不自然である と判定できるので 、
不自然な部分を外し  「予 約 し た い ん だ け ど」 を 翻
訳し、  「I ' d l i k e  to reserve _」 を生成する。会話であ
れば聞き返しなどの対応が取れるため 、  こ の部分

細訳によ り会話の継続が可能となる 。

ま た 、  不自然な表現の簡所に対して、  事前に収

集 し た対話例を利用 し て本来どの よ う な発話が行

な われ る か推測 し 、  自動的に誤 り を修復する方法

にっいても検討中である 。

4. 多言語化

日 英 、 英 日 、  日 韓 、 韓 日 、  日独 、  日中の言語間

の翻訳に T D M T を適用し 、  有効性を確認した。  細

訳対象は旅行会話に限定されるが 、  主要な情報が

細 訳 さ れ る 割 合 は 、  日韓 、 韓日では 9 0 % 以 1二、 日

英 、 英 日 、  日独でも 8 5 % 以上を達成した 。今後は、

細訳例の 111 ・積 と と も に 、  パ夕一ン作成の事前学習

の効率化や訳質の向上を進めていく必要がある。
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1, 音声翻訳実験システムの構築

高度青1':111 11訳統合実11;tシステムの構集をH指し 、
,1f 11 認 識 、  言語 11,i1訳、 高声合成の各要素111111?1お よ
び後述の発語分割 i文1小f、 識律情 1,li抽出 .1支イ小J、 発語
状況常理i支イ小1を組み込んだl:1英英11双方向の1,71、し合
システムをイ1i,集した 。  l1i- J l f 認 識 、  l-11-1f1 5,羽1;J t、 青 f-i,
合成の各サブシステムおよび画 i1'1 1表 ,」、-サ ブ シ ス テ
ム 、 通 信 制 御 サ ブ シ ス テ ム と 全 体 を 制 御 す る メ イ

ン - コ ン ト ロ ー ラ と の 開 に イ ン タ フ ェ ー スを調整
す る サ テ ラ イ ト ・ コ ン ト ロ ー ラ を 介 し て 接続す る

形 態 と し 、  各サ ブ シ ス テ ム の 更改 を 容易 にす る と

と も に 、  多イi,な形1,111l で の シ ステム構集を ,,」能にし
た 。  l1クt ・ りt1-1 の 各 シ ス テ ム は パ ソ コ ン 1 T-1 で動
作 し 、  ほほ実時間で処理を行な う こ と がで き る 。

j ,備的,な、対 ,1,f-実験の結果 と し て 、  言 j l' 系,11,11-1-' シス
テ ム を 介 し た 対 ,ilIl システムにおいて対1 11西をスム ー

ズに進め る ,た め に は 、 応 答 が 速 い こ と 、 発 話 し l l'11
せ る こ と 、  相手 の 発 語 に 割 り 込 み が で き る こ と が

節1,要 で あ る と い う 知 見 を ィ 1.て お り 、  シ ス テ ム構築
に あ た っ て は 、  これらのイ1美-能を考慮した制1i11方式
を実現した。

2. 発話単位から言語処理単位への変換技術
自然な会語では 、文ご と に区切 らず 、  「ち ょ っ と
高いですね。  も っ と 安 い部屋はな ぃ ですか」 の よ

う に 2つ以上の文をっな ぃ で 発 話 す る こ と が あ り 、

そ の 場合 で も 正 し く 1 文 ご と に 翻 訳す る 必 要 が あ

る 。 そ の よ う な 境 界 位 置 に は 、  あ る 長 さ 以 上 の ポ

一 ズ が 挿 入 さ れ る こ と も あ る が 、  そ う で な ぃ こ と

も あ る 。  そ こ で 、  境界位置の前 2単語と後 1単語の

合計 3単語の範囲の品詞 ・ 活用形 ・ 活用型を利用

して発話を分割する手法を提案した。  統計モデル

と ヒ ュ ー リ ス テ ィ ッ ク ス を 組 み 合 わ せ た 方 式 を 統

合 シ ス テ ム に 組 み 込 む こ と に よ り 、  その有効性を

確認した。

3. 額律抽出技術
自然な会話では、 「部屋空いてます ? 」 の よ う に
文 末 を 上 げ る こ と に よ っ て 疑 間 文 を 表 す こ と が あ

る 。 音 の 高 さ の 変 化 ( 維 律 )  を検出して疑問文か

ど う か を 判 断 す る こ と が で き る の で 、  その情報を

言語翻訳に渡すこ とによ り " R o o m s  are avai lable. " で

音声言語続合処理技術の研究

̃ 話し言葉を対象とした音声翻訳システムの構築̃

音声認識 、  言語翻訳 、  音声合成の要素技術をもとに日英英圈双方向の音声翻訳

実験システム (ATR -MATR IX ) を構藥し 、  1 3 . 0 0 0語規模の音声翻訳がパソ コン上

でほぼ実時間で実行可能である こ と を実証した 。  ま た 、 対 話 を 扱 う た め に 発 話

意図 な ど 状況に応 じ た 訳 し 分 け を 行 な う 手 法 な ど 、  発話状況管理技術の研究を

進めた 。 双方向シ ス テ ム を用いた対話実験に よ り 、 特定の話題で 、 確認や再発

声を含む協調的な対話では利用可能であるこ とを示した 。

第四研究室長 横尾 11'1」11i

は な く  “Are rooms available?” の よ う な翻訳 を実現

す る こ と が で き る 。

4, 発話状況管理技術

対語が行なわれてい る状況を 11:理 す る こ と に よ
り 、  そ こ で 得 ら れ る ・1 1'i 1・liを1 , j l f 認 ,,1'表や言11fl a,1111訳 の
処 J 111に利用するイiJ1:究 も  、,tめた。
例 え ば 、  値段を .1, ねる発語の後にはそれに答え

る発語が素クt く 確 率 が 高 い と い う こ と な ど 、 前 発 言111
と現発語の内容語や文 スi 表 現 の 関 係 を 利 用 し て 、
文 111R的 に 11家合性の高い青声i1i'1,:1k依抽 を優先す る こ
と に よ り 、,:1-1'1i認言1表給果を 1 l11順11' 子」けする手法を考
集した。

また、  同じ発語でも発1i1?意 1 ;1.I などの状、1 .; iに応じ
て訳 し分け る必要があ り 、 例 えば 、  「は い」 と ぃ う
li定表現を “ ye、'' ( 受 理 )  と し ,た り  “ u h ”  (相イ通)
と す る必要がある 。  このような発語意図をl111動的

に111l1 ,1,表する手 111l と し て 、 発 語 意 図 デー タ ベー スを
作成 し 、  これを使用してあらかじめ設定した 1 t 語

11:1:図の生起確 ・,i、,を学i'1'する手法を開発した。

5. 音声翻訳システムの評価

この よ う に して構築した日英英日双方向の音声

翻11訳 シ ス テ ム の 評 価 を 行 な っ た 。 評 価 の 観 点 は 、
青声翻訳技術は異な る言語間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を ど の 程 度文接す る こ と が で き る か 、 個 々 の 発

話はどの程度適切に細訳できるか 、  の 2点である 。

すでに 「成果秘究要」 で述べた通り 、特定の話題で、
確認や再発声を含む 111,調的な対語では利用可能で
あ る こ と を 示 し た 。 ホ テ ル 予 約 タ ス ク に 関 す る 評

価結果では、  利用者の満足度は5段階評価で3 .8 で

あ り 、 少 し 不 満 が 残 る が 十 分 タ ス ク を 達 成 で き る

と い う こ と 、 様 々 な T 〇 E I C ス コ ア で 表 さ れ る 英 語

能力を持つ人問の細訳結果と比較して、  ス コ ア が

5 0 0 点台の人間の能力に相当する とい う こ とが判明

した。

今後の課題 と し ては 、  発話状況を利用した音声

認識 、言語細訳 、青声合成の よ り 高度な統合技術

の研究、  種々の話題に対応する多言語双方向音声

翻訳技術の研究、 の 2 点 を 挙 げ る こ と が で き る 。
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(株 ) A一「ミ音声翻訳通信研究所 7年間のあゆみ

「;986 3月 (株)国際電気通信基礎技術研究所設立
4 月  (株)ATFl農動翻訳電話研究所設立

119 8 Z

119 8 9

1 9 9 :13
C自51)1

11月 ATR第1回研究発表会開催 (以降毎年覽催

12月 ATR豊動翻訳電話研究所墓礎研究シンポジウム開催

l 月

3月

11月

9月  ATF科学技術セミナー 「音声言語処理技術(第2回)」 1ATRジー一一 1 ,・17号

'11995111 4月  ATR国際ワークショツプ開催(ATnジ・一ァル2o号)
(日,f0 1 ・ l 0 月  国際共同研究コンソー シアム(C-S「ARl l )開催1ATnジャーナル22 i

国際実験パー ト:1一一メンバ一共同実験合意書調印

(ATF1, CMU , 1iTR1 , 1FIST.カールスル一工大.シー メンス)

l i月

国際共同研究コンソーシアム(C-STAFl1l )開催(ATRジャーナル25号
(中国科学院、 CL IPSの参加)
マルチ言語マルチ話者音l言合成システム(CHATR)を開発

ATR研究技術会議に 「異文化コミュニケーション」 を提案

多言語話し言票翻訳システム(ChatTranslat ion)を開発

9月 中圍科学院と音声翻訳等の分野で研究協力に関する覚署を締結 IA , l 、,,一ナル29-
1 0月  目英音声翻訳システム(ATl=l -MATR IX ) を開発

111;998:i
C自1,0ii1 8月  AT&Tと共同研究契約を締結

一海外の電話番号に関する質問で英語が不要に一 IATRジ,,一ナル33号
1 l 9月  目中音舊翻訳システムの試作

10月 目英双方向書声翻訳システム(ATR -MATR IX )を開発

11i9 9 9
t目n)

7月 書声翻訳通倍国際共同実験の成功

携帯型書声翻訳システムを開発 IAIF1ジャーナル37号)

7月  ノー トパソコン上で、 日英双方向音声翻訳技術を開発
(松下電器産業との共同開発)(ATRジ . 一ナル3フ'・1 ・

10月

l 0 月

l 1 月

ネ ッ ト ワー ク協調型目英双方向音声翻訳技術を開発

音声翻訳における入間 ・ 機械の知意比ぺの幕開け

ATR第12回研究発表会に最終成果を発表

2 0 0 0  2月  音声翻訳還信技術の基礎研究終了
(H12)
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(株)A一「t音声翻訳通信研究所 7年間のあゆみ

119B6

4月  第3l回目本科学技術情報センタ一学術賞 「類似検索方式とその高速化に関する研究」

6月 日常会話調の音声認識技術を開発

5月  Chat Translat1on , CHATR(お話しクラブ)を 富_- =表義基雜富
「、1TT情報文化センタの展示システムに提供 (ATRジ・一-:,-1 lノ31号) 議? 藤基基禁経1

1 ,E? 能 経 1
9月  日中音声翻訳システムの試作を発表 Z業發 . 報・・ 1 遭? 1
一中国語への音声翻訳に成功一 経 業 1.1 整 -富1

l 0 月  目英双方向音声翻訳システム(ATR -MATRlx)の開発を発表富整富S業量毒體 1基後要

-ATR翻訳システム実用化へ大きな一歩一 経 装._:::=1盡基, i1 . - C H A TR (お話しクラプ)

1月

3月
7 月

8月

9月

10月

◇童然発話音声言語DB販売開始◇(ATRジf一ナル34考一1

富動音声翻訳国際実験の実施時期発表 - 7月に決定一
米 ・ 独 ・ 韓国との翻訳実験成功(ATRジャーナル371'l1

ATR -MATR IXの技術をノー トパソコン上で動作に成功 (ATRジャーナル37号)
日英双方向音声翻訳システム (ATR -MATR IX) をMBSメディアショーに出展
KTC成果報告会に発表

1 l 月  ネッ ト ワーク協調型日英双方向音声翻訳システムの開発を発表

一携帯電話で通訳付きの会話が可能に一

l l 月  音声翻訳人間 ・ 機械の知恵比べ

一第一ラウンドで、  短大生の平均を越えるレぺルに到違一

l 2 月  ATR研究成果報告会を開催

ATR Jouma1 38号 WINTER 2000 9



特集 一音声翻訳通信研究所プロジェク ト終了

日本の研究開発に対する期待

京都大学総長

長尾  真

米国での音声認識研究の歴史は50年に近く  、 研究を継続的に文えて来たのは

国防総省の高等研究計画局 ( A R P A ) で あ った 。数年から 1 0 年間続 く研究プロ

ジ ェ ク  ト を数件同時並行して行い、  その結果を評価してから 、  次に行 うべき研究テーマ を設定す る と ぃ う

形 で 、  伝統と実力のある幾つかの研究グループを育て上げ、  技術を発展させて来た。  これは音声研究だけ

で な く 、  コ ン ビ ュ 一 夕 ネ ッ ト ヮ ー クの研究や、  この数年間やっている電子図書館システムの開発などでも

同 じで あ る 。 こ の よ う な競争的であ り 、 か っ長期的な研究プロジェ ク ト を実行でき るのは A R P A の よ う な特

別な機関だけかも知れないが、  そ う ぃ う こ と が な け れ ば 難 し ぃ 課 題 にっいては研究成果が上がらず 、  実用

にっながってゆかなぃだろ う 。

青声認識や青声合成のすばらし ぃ実用装置が米国で発売される と 、  あゎてて日本でも同種の日本語音声

シ ス テ ム が 作 ら れ 売 り 出 さ れ る と ぃ う こ と が 繰 り 返 さ れ て 来 た 。  日本は米国に劣らなぃ青声技術を持つて

い る に も か か わ ら ず 、  なぜ先頭 を切 る こ と が で き ず に来 た の か を よ く 考 え る こ と が 必要で あ ろ う 。 課 長や

部長 、  さ ら には技術担当重役が これは良い製品にな る と ぃ う 判断 をす る能力を磨 き 、  研究者がすばら し ぃ

製 品 が 作 れ そ う だ と い う 提 案 を し た と き 、 決 断 の で き る 体 制 を う ま く 作 り 、 ユーザの立場に立つた製品開

発 を短時間でで き る よ う に し な け れば 、  日本の研究開発者がぃ く ら高い技術力を持つていても革新的な製

品を世界に先がけて作り出すことは英11 し ぃだろ う 。

機械制訳にっいては日本は世界を リ ー ド し て い る と ぃ っ て よ い だ ろ う 。  日本の研究者は区欠米の研究者と

違つ て 、 言 語 は け っ し て き れ い な 理論的枠組のみに よ っ て 提 え る こ と は で き な ぃ と い う 認 識 の上 に立 ち 、

種々の経験的方法を導入する こ とに よって 、かな り良い日英 、英日翻訳システムを作つて来た 。私が l 9 8 1

年に提唱したアナロジーによる機械翻訳方式も 、  その有効性が数年前か ら世界的に よ う ゃ く 広 く認識 され

る よ う に な り 、 実 用 シ ス テ ム に も 取 り 入 れ ら れ る よ う に な っ て 来 て い る 。  こ う して具体的な言葉の表現を

集め て利用す る こ と の 重要性が認識 さ れ る よ う に な っ た 結果 、 欧米 では大規模 な テ キ ス ト デー タベー ス作

成の プ ロ ジ ェ ク ト や 辞 書 にっいての地道な研究が進んで来た 。 こ う ぃ った息の長い一見何も生み出さな ぃ

よ うな作業は日本ではなかなか認められず、  子算がっかず、 遅れを とっているのは残念である 。

結論的に言え る こ と は 、  ( 1 ) 2 0 年 ̃ 3 0年と ぃ う長期にわたる研究をしなければ青声や言語と ぃった人間

にかかわる研究は成果が上がらな ぃ 、  ( 2 ) 理 論 的 、 形 式的 な こ と で 論 文 の書 き ゃ す ぃ こ と で な く 、 経 験 的

なデ一夕の積み上げを しな ぃ と実用にな る有効なシ ステムは作れない 、  ( 3 )  実用システムは利用者の立場

に立つて微底した技術の総合化を集中的に行 う こ とが必要で 、  これには決断力をイ、l った統一への意志が必
要 で あ る 、  と ぃ っ た こ と で あ ろ う 。 外国で成功 し たか ら日本で も大急ぎで開発す る と ぃ う の では情けない。

青声細訳通信の研究成果の継承的発展が望まれる。

音声翻訳における音声翻訳通信研究所との共同研究

AT&T研究所副社長

口一レンス 。 ラビナー

1 9 9 8年初頭にAT&Tと青声翻訳通信研究所 ( ITL)  の間で青声細訳に関する共

同研究が開始されました 。 1 9 9 8 年中期には 、米国と日本におけるオぺレ一夕の

支援に焦点を絞つた、  顧客サー ビス分野における英日双方向細訳システム作成を目的と  し た プ ロ ジ ェ ク  ト

が 選 定 さ れ 、  それに向け た技術研究が始め ら れ ま し た 。  1 8 カ 月 の プ ロ ジ ェ ク ト 期 間 、 A T & T の H i y a n

A l s h a w i博士と I T Lの中村篤主任研究員の両名が共同でその連営に当りました。 1 9 9 9年 1 2月のプロジェ. ク

ト に 関す る最終報告を も っ て 、  こ の 目 的 が 達 成 さ れ た こ と を 、  こ こ に 報 告 で き る こ と は 私 の 喜 び と す る と

こ ろ です 。
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総合的な目的達成のため、  一連のバイ  リ ン ガ ル デー タべー スおよび音声認識、  音声合成、  言語翻i訳、 シ

ステム間通信の各システムを構成する要素を作成する こ と を含め 、  両研究所はいずれも当初計画された一

連の日程に従つて作業を遂行しました。その具体的な成果は、  プ ロ ジ ェ ク ト に お け る 、  よ り 大 き な意味で

の目的、  と い う 観 点 か ら 提 え る 必要が あ り ま す 。 つ ま り 、  これ らの成果には 、実用的な音声言語システム

を構成する要素技術の先端的研究および この よ う な シ ス テ ムがネ ッ ト ヮ ー ク上での相互オぺレー シ ョ ン に

よって広 く使われてい くための標準的な通信アーキテ クチャ構築が含まれていました 。

顧客サー ビスの領域を選択したこ とで 、  研究者は、  実際の電気通信サー ビス利用者から収集した数多く

の実デ一夕に対 し 、  開発された応用可能な方式を実証する こ とが可能にな り ま した 。  プ ロ ジ ェ ク ト で は 、

英日細訳に対するェ ラ一率を半減させる全自動翻訳モデル ・ ト レ一= ン グ ・ ア ル ゴ リ ズ ム の 新規バー ジ ョ
ンもA T & T研究所で開発されました。

システム全体の構築とい う本来の日的のため 、  それぞれがそれぞれの言語の認識、 細訳および合成シス

テムの構築に集中するため 、互いに開発成果の共有と再利用を可能 とする こ とが必要でした 。  また、  それ

それが各自の  ( それそれ固有の )  テ ク ノ ロ ジ を 展 開 し て い く た め 、  システム ・ アー キテ クチ ャ全体の要件

と し て 、  シ ステム間相互通信手段 と し て I P テ ク ノ ロ ジ と の互換性が条件 と され ま した 。  これ らの条件を満

た す イ ン タ オ ぺ レー テ ィ ン グ ・ プ ロ ト コ ル  (TI〇P) はA T & Tが設計したものを 、それそれが実装しました 。

最終的な結果と して 、  ア メ リ カ ・ ニュー ジ ャ ー ジの A T & T研究所と京都の I T L 、両サイ ト間で 、 I P プ ロ ト コ

ルを用いた双方向音声言語翻訳システムのデモンス ト レー シ ョ ン を 行 い 、 十 分 実 用 に な り う る こ と を 示 し

ま し た 。総合的に見て 、  あ ら ゆ る目標 と計画日程を達成 し た こ の共同研究プ ロ ジ ェ ク ト は 、 多大な成功を

収めたもの と評価しています 。

音声翻訳、  人々をつなぐもの

力 一 ネ ギー メ ロン大学、  カールスル一工大学教授

ア レ ッ ク ス 。 ワイぺル

新 し ぃ ミ レ ニ ア ム を 連 え ょ う と す る 今 、  過去を振 り返 り 、  数々の変化に目を

1li] け て み ま す と 、 特 筆 す べ き は 、  この千年に人々、  国 家 、 文 化 が 国 際 化 さ れ 、

その境界が次第に薄れてきたこ と で す 。 滋気 船 か ら ジ ェ ツ  ト機へ、 電 報 が イ ン 夕 一 ネ ッ  ト に と 、  技術革新

が私達の ・世界を小さ く し 、  人々の間の距離はますます近くなってきています。

私達は幸連に も 、究極の科学技術における架け橋が実現する と こ ろ を日の当た りに し ています 。  自分自

身 で 動 い た り 、  品物 を 連 ば な く て も お:lfi いに考え と 心 を近づけ る こ と が で き る 技術 、 会話 を翻訳す る シ ス
テ ム が 、  ま さにそれが必要となる情報の ミ レニアムの始ま り 、その時に登場しま した 。

普声細訳通信研究所は、  将来に対す る鋭い洞察 と科学的創意を も っ て 、  この分野を開拓して き ま した 。

A T Rはパイオニア精利1あ ふ れ る ア イ デ ア 、 概 念 、  ビ ジ ョ ン と リ ー ダー シ ッ プ 、 研 究 チー ムの才能、努力、

11l11耐 、  それから 田:界の科学研究コ ミ ュ ニテ ィ の友情 と文接を受け 、 夢見て、 切磋琢磨し 、  不可能を可能と

しました 。

こ の 素晴 ら し ぃ プ ロ ジ ェ ク ト の 完成 を視福す る こ と は私の大 き な喜びです 。 技術は確立 さ れ ま し た 。 そ

れはもはや概念の域を脱し、実用化が手の用iく範囲にあります。大語彙の辞書、 l産ll 健 な細訳アルゴ リズム 、

自然な話し言葉、  自然な青声合成等が、  このシステムを構成しています 。  長年にわたる研究は、  青声認識、

青声合成 、言語翻訳 、言語処理 、  デー タ ベー ス、  イ ン タ ー フ ー、r. ー ス ・ デ ザ イ ン お よ び ヒ ュ ーマン ・ フ ァ ク
タ ーにおぃて大き く貢献しま した 。

個人的に もお祝い を述べ させていただ き たい と 思い ます 。  私はここ A T R で科学者達と共に研究に専念し

た こ と を ・l 要かし く思います。研究機関の緊密な協力は数々の成果を生み、音声翻訳国際研究コンソ ー シア

ム ( C-S T A R ) が 創設 され大 き く 成長 し ま し た 。
A T Rで多 くの革新的なァイデアに角 ll 1れ、個人的な親交を深め、迅速な発展をJ1儿で感じ、  イ ン パ ク ト を 与

え ら れ た こ と は 実 に信 じ ら れ な い 月,tl9踊る体験でした。  こ の一連の研究に関わ る こ と が で き た こ と は大変名
誉 な こ と で あ り 、 私 自 身 一111 り に思つてい ます 。
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第2研究フェ一ズのマイルス トーン

KD D研究所主席研究員 (前ATR音声翻訳通信研究所社長)

山崎  泰弘

当研究所の研究目標は、 日常の会話に現れる  自然な話し言葉を翻訳するため

の要素技術とその統合化技術を確立する こ とで した 。  本研究所は第 2 フ ェ 一 ズ
に あ た り 、  マ イ ル ス ト ー ン と し て 、  具体的な シ ス テ ム を イ メ ー ジ す る こ と に し ま し た 。  ① マ ル チ メ デ ィ ア

細訳システム、②多言語青声翻訳通信会識システム、③携帯電話青声制訳システム  (下図 )  です。  しかも、

そ れ ぞ れ に イ ラ ス ト を l 枚 づ っ 用 意 し 、  イ メ ー ジの角、1 1 t 明化を図りました。多くの研究者が2 ̃ 3年で入れ替

わる組織において目標を常に同一方向に明示するこ とが必要だったからです。  こ の マ イ ル ス ト ー ンを1 9 9 5

年、  テ レ コ ム 9 5 ( ジ ュ ネー ブ)  で論文“T o w a r d  Cross-Language Globa i  Communicat ions" と し て発表 し ま し
た 。公言 した こ と にな り 、 身の引 き締ま る思いで した 。

その後、私自身はA T R を離れ 、外部から研  a
究の進展を期待していました 。①は 1 g 9 5 年 、  /M-ai
②は 1 9 9 9 年 7 月実験に成功 し てい ま し たが 、 /;:: 、
③は発表されていませんでした。

1 9 9 9年11月、ATR研究発表会に参加した時、

デモ会場に招き入れられました。私の内ポケッ

トにあった普通の携帯電話で 「今、 京都にいま
す。ホテルありませんか。高の原近くに」 と 話
した途端、英語に翻訳されたのです。正にイラ

ストで描いた携帯電話音声細訳通信のイメ ー ジ

その もので した 。 テ レ コ ム 9 5 で公言 した 3 つ

の イ メ ー ジが全て実を結んだことになり感激し

ま した 。マ イルス ト ー ンに向かって、尽力され

た研究員の方々と技術文接グループの方々に心

か ら 「おめで と う 1 と申し上げたい。

:

マルチメ  デ イ  ア翻訳システム

指帯電語青声1l,;1l1訳システム

多重語音声翻訳通信会議システム

音声翻訳研究所におけ る音声の研究

グ リ フ ィ ス 大 学教授  (前ATR音声翻訳通信研究所第一研究室)

ク ル デ ィ ッ プ 。 K 。パ リ ワ ル

私は  1 9 9 4 ̃  1 9 9 5年にかけて音声翻訳通信研究所(ATR/ I TL )をは じめて訪問し

ま したが 、  それよ り以前から A T R / I T L の音声翻訳プロジェ ク トの存在はすでに
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知つていました 。  この独自の挑戦的プロジェク  ト に 、  A T Rは他に先駆けて取り組み、  ある言語  ( た と えば日

本語 ) の音声を 、別の言語 ( た と えば英語 ) の音声に翻訳するシ ステ ムの開発を日指していま し た 。 こ れは

音声認識、言語翻訳、音声合成およびシステム統合を含む多くの研究分野に関係し、多くの学問領域にわた

る プ ロ ジ ェ ク ト で す 。 最近 、 A T RfI T L は音声翻訳システムのプロ ト夕イプの実演に成功しました 。 これは現

在 、音声翻訳の分野を リ ー ド し て い る シ ス テ ムです 。私自身 も A T R の研究 と ス夕 ツ フの質の高 さ iこ強い感
銘を持ち、通算 5回 、短期ながらも毎年欠かさずA T Rへの訪間を重ねてきました。

A T Rは国際的な研究協力に力を入れており、  外国人の研究者や科学者がA T Rに来て研究を行なうよ う働

きかけています。  したがって 、 A T Rでは働く人員のかな りの数を海外から迎えています。 これが、非常に協

力的であ りながら 、それでいて互いに競い合つて研究する雰囲気を酸し出しています。  A T R の研究ス夕ツフ

は非常に意欲的、動勉 、知的である と共にイマジネー シ ョ ン 豊かです 。 実際 、 私に と っ て も 、 破 らは非常に

協力的で頼れる存在でした。私は、 A T Rで青声認識分野において多くの研究ス夕ツフと協力し、  よい成果を

得 る こ と が で き ま し た 。

A T Rは 、  音声認識と合成の分野で、  国際的に高く評価されている研究機関です。  音声認識の分野では、 主

に青響モデ リング技術 、話者適応技術および言語モデ リング技術等の発展に貢献してきま した 。 また 、デー

夕 111区動型の青声合成モデルは、 多くの国際的な研究セン夕一で使われています。  ATR/ ITLの研究者は、 国際

的に評価される研究論文誌や国際会議でその研究成果を定期的に発表しています。  それらの研究の貢献度は

国際的 な コ ミ ュ ニ テ ィ で 広 く 認 め ら れ て い ま す 。  また様々な一流の技術委員会/ボー ド の メ ン バー も多 く華
出 し 、  国際会議の技術セッシ ョ ンの座長と して頻繁に招聘されています 。  A T Rは音声研究の分野において、

世界の技術水準の向上を担つてきた といえますし 、私 と し ては 、将来的にもそれが続いてい く こ と を願つて

やみません。

音声翻訳技術の応用研究を通して感じたこ と

松下電器産業(株)先端技術研究所主任研究員 (前ATR音声翻訳通信研究所第三研究室)

脇田  由実

A T R音声細訳通信研究所に 3年 2カ月お世話になり 、  音声認識および言語翻訳

に関する研究に取 り組ませていただき ま した 。  9 7年末に出向元である松下電器

先端技術研究所に戻り  ま したが、  その後、 音声細訳通信研究所および国際電気通信基礎技研究所のご協力に

よ り 、  携帯型P C上で リアルタイム動作が可能な日英双方向音声認識システムの開発を行なぃました 。  新聞

発表など も行い 、多 くの方々にご評価いただ く機会を得る こ とができ ま した 。

現在、  この評価結果をも とに 、音声翻訳技術を広 く 一般のユーザに使用いただく可能性を検討しておりま

す 。 こ の活動を通 して 、機械に よ る即時通訳 とい う 夢の よ う な世界が日の前で実現 され る こ と に対 し て 、多

くの人に非常な関心を持つていただきました 。  青声翻訳技術が新たな文化として日常生活の中に入り込む日

が近い こ と を実感 し ていただけた と思い ます 。特に 、 「携帯性」 「処理の即時性」 「あぃづちゃ少々の聞き間
違いに対する処理の柔軟性」 な どは高い評価を ぃ

た だ け た と 感 じ ま し た 。  しかし一方で 、  言性でもど

ん な 環境 で も 使用 で き る 、  最低限必要な内容は正

し く 伝 え て く れ る な ど 、 広 く 使 用 さ れ る ,た一めの必
要条件を満たすには、  基本技術と応用展開の両面

か ら 、  少し視点を変えた研究開発が必要であるこ

と も 分 か り ま し た 。

今後は、  基本技術の高性能化に取り組み成功さ

れた経験を生かして 、  さ らに性能の確実な保証を

念頭に基本技術の確立に寄与 し てい ただ く こ と を

期待いたします 。
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研究動向紹介 一

実世界指向コミ ュニティウ ェアを目指して
Towards communityware situated in real -world contexts
現在私たちが進めている展示見学ガイ  ドシステム構築のプロジ :11:ク ト を 紹 介 し 、

実世界コ ンテキ ス ト に理め込まれた コ ミ ュ ニ テ ィ ウ ェ アの考えを提案 し ます 。

私たちの展示見学ガイドシステムの目標は、  ユーザの個人的な コ ン テ キ ス ト に
応じて展示見学に関連する情報を個人イヒして提示すると同時に、  興味を共有す

るユーザ同士の出会いや コ ミ ュ ニ テ ィ 生成 を支援 し 、 知識共有を促進す る こ と
です。

We propose a notion of communltyware situated in real -world contexts by
presenting our ongoing project of a guidanoe system for exhibition tours. The
alms of our system are to provlde users with a personalagent whlch guides ln
exhlbition tours according to thelr individualcontexts,and to fac1litate new
encounters,community formation,and knowledge sharlng among people with
shared interests.

1.  はじめに

オ フ イ ス や 学校 で の コ ン ピ ュ 一 夕 ネ ッ ト ヮ ー ク

の普及は、  目標を共有す る グルー プの共同作業を

支援するシ ステム 、  つ ま り グ ルー プ ウ ェ ア の 研 究

のき っかけ と な り ま し た 。最近の世界規模のコン

ピュ 一 夕 ネ ッ ト ヮ ー ク ( イ ン 夕 一 ネ ッ ト )  の広が

り ゃ モバ イル コ ン ピ ュー テ ィ ン グ 技術の発展に よ

り 、  ( 時間的、空間的、心的に )  も っ と 広 く 分散 し

た人々の間での コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 、 興味や知識の

共有、  社会的活動等を文援す る ためのシ ス テ ム 、

つ ま り 、  コ ミ ュ ニ テ ィ ウ ェ ア の 研 究 が 盛 ん に な り

つつあ り ます '' '。
そこで私たちは 、  人々が知識交流するために実

際に行き来する場と しての博物館や研究所公開に

着日し、  そ こでの利用を想定 した展示ガ イ ド シ ス

テムの試作(Con t e x t-aware Mobi le Assistant Project;
c MAP )  を行つています 。  こ こ で は 、 私 た ち が 開
発 し て ぃ る 展 示 ガ イ ド シ ス テ ム を 紹 介 し 、 興 味 を

共有する人の集ま り  ( コ ミ ュ ニ テ ィ )  の中での出

会 い や 知 識 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 促進す る た めの

私たちの試みを紹介します。

2. C-MAP展示ガイ  ドシステム
プ ロ ジ ェ ク ト C-M A P の目標は 、  1 ) 展 示会場に
お い て 、  見学者一人一人のコンテキス ト  ( 場所や

時間 と ぃ っ た状況や 、個人的興味 )  に応じた個人

ガ イ ド を 提 供 し 、 2 ) 展 示 見 学 を き っ か け と し た 、

興味を共有する人々の間の出会いや情報共有を支

援するシステムを構築するこ とです 。

図 1 に 現在 の C-M A P 展示ガ イ ド シ ス テ ムの概観
を示します。  システムは基本的に、展示の背後で

展示情報やューザ ( 見学者 /展示者 )  の情報を -'・
積 ・ 伝 達 し て い る 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク と 、 各 ユーザ

が携帯す るガ イ  ド シ ステムで構成されます 。  展示

会場には複数の展示デイ ス プ レ イ と 情 報 キ オ ス ク

が 設 置 さ れ 、 ユーザ は手元 の ガ イ ド シ ス テ ム と そ

れ ら を 赤 外 線 リ ン ク で 接 続 す る こ と で ネ ッ ト ヮ ー

ク 上 の情報に ア ク セ ス し ま す 。 以下 、 個別の シ ス
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テムの概要を説明します。

2.1 .  携帯ガ イ ド シ ス テ ム に よ る 個人 ガ イ ド

私 た ち の 最 初 の プ ロ ト 夕 イ プ ' 2 'で は 、  無 線 で
L A N にっながった携帯パソ コンを見学者に貸し出
し 、  その上でパー ソ ナ ル な ガ イ ド シ ス テ ム を 提 供

し ま した 。  ま たューザ の コ ン テ キ ス ト 情 報 の獲得
には 、  赤外線を用いた位置検出デバ イ スや 、  シス

テム上でのユーザ に よ る キー ワ ー ド選択 、ユーザ

の見学履歴等のデー タを利用しました。

現在私たちは 、  よ り 実用的な携帯ガ イ ド の試作

を目指して、PDA ( P c r s o n a l D i g i t a l A s s i s t a n t )型の端

末 と据え置 き型の展示デイ ス プ レ イ / 情 報 キ オ ス

ク を利用 し た構成で実装を進めてい ます  ( 図 2 参

照 ) 。 ユーザの個人情報 ( ユーザ I D 、 見 学履歴 、 興

味の対象等)  はP D A内に管理され逐次更新されま

す 。展示デ イ ス プ レ イ の前に P D A を 向 け る と 両者

の間 に赤外線 リ ン ク が 確立 し 、  ユーザの個人情報

が 選 択 的 に P D A か ら 展 示 デ イ ス プ レ イ に 渡 さ れ 、

展示デイスプレ イはその情報に応じて展示情報を

加工し表示します 。例えば 、ユーザの興味や理解

度を推定して展示情報の提示内容を変えたり 、  そ

れまでに見学した他の展示との関連を説明するこ

とが可能になります。

P D A が 展 示 デ イ ス プ レ イ と 赤 外 線 リ ン ク す る た

びにューザの見学履歴は更新され、  そ れ に と も な
い 、  P D A上のガイ  ド情報  (次に見学するべき展示

の推薦等)  が更新されます 。  現在は、  各展示ディ

ス プ レ イ が ガ イ ド 情 報 の た め の シ ナ リ オ デー タ ベ

ー ス を持ち 、  ユーザの現在の見学履歴に応じて加

工 し 直 し た ガ イ ド 情 報 を P D A に 返送す る 、  と ぃ う

方法で実装しています。

2.2. 参加型展示の個人化

ガ イ ド シ ス テ ム が 蓄 積 し たューザ の コ ン テ キ ス
ト 情 報 を 利 用 す る こ と で 、  見学者参加型の展示を

個 人 化 す る こ と が で き ま す 。  例えば 、  ユーザ の興

味に合わせて展示デモの内容を自動的に切り替え



図 1 c-MA P展示ガイ  ドシステムの概観

図 2  P D A と 展 示デ ィ ス プ レ イ に よ る 個人 ガ イ  ド

た り 、  P D A 上のガイ  ド キ ャ ラ ク タ が 展 示 デ モ の 画

面に乗 り移つて説明をす る こ と がで き ます''。

2.3 .  コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ  ト ワー クの可視化
展 示 会 場 や オ ン ラ イ ン に よ る シ ス テ ム 利 用 に よ

って獲得 ・ 蓄 積 さ れ たューザ の コ ン テ キ ス ト 情 報
を 構 造 化 す る こ と で コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ヮ ー ク を

構成 し 、  興味を共有するューザの間の出会い を支
援 す る こ と が で き る と 考 え て い ま す同。 こ こ で 言 う

コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ワ ー ク と は 、 展示への関わ り

に応 じ て結び付け られた人の集 ま り を表す概念で

す。  こ こ で 「展示に関わる」 と は 、  その展示の展
示者で あ る と か 、  その展示を見学して深い興味を

持つこ となどを意味します 。

具体的には 、展示 、見学者 、展示者の三者を ノ

ー ド と し 、  展示と見学者 /展示者の間の関連度に

応 じ て そ れ ら の ノ ー ド を 結 合 し た ネ ッ ト ヮ ー ク を

構成 ・ 可視化し 、  コ ミ ュ ニ テ ィ へ公開します 。各

ノ ー ドには展示や展示者に関するホー ム ペー ジや、

自動生成された見学者の見学 1i1記ペー ジ が リ ン ク

されます。

コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ヮ ー ク は 、  オ ン ラ イ ン に よ

る ア フ 夕 一 サー ビ ス と し て 提 供 す る こ と に 向 い て

い ま す し 、  会 場 に お か れ た 情 報 キ オ ス ク で 時 々

刻 々 成 長 し て い く コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ヮ ー ク を 提

供するこ とで会場での見学者同士の情報共有を促

進するこ と も可能だと考えます 。

3 .  お わ り に

私たちの展示ガ イ ド シ ス テ ムは 、  「展示」 と ぃ う
知識空間の中での人 と 知識の間のダ イ ナ ミ ク ス を

創出す る こ と を 意図 し て い ま す 。  その目標を実現

す る た め に 、  実空間 と しての展示会場における見

学行動と情報空間における情報探索が互いを強化

し 合 う よ う な 仕 組み作 り を 試 み て い ま す 。 今 後 は

実際の陣物館や展示会を対象と したシステムの試

作 を 続 け る と と も に 、  も っ と 日 常 的 な 場 面 ( 例 え

ば、  オ フ イ ス や 街 ) へ開発対象を展開 し てい く 予
定です。
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研究動向紹介

あなたの名前、 認識されますか  ?

Can you make  your name recognized?

コンピュー タ に入間が発声 し た文 を上手に聞 き取 らせ る ためには 、  音 に 関 す る

知識に加え、単語並びの規則  (文法)  と各単語の発音 ( 単語辞書 )  を教えてお

く 必 要 が あ り ま す 。 で は 、  コンビュ ー タ の知 ら ない単語を発声 し て し ま っ た ら 、

ど う な る で し ょ う か ?  こ こ では 、単語辞書に裁つていない単語を認識するため

の新しい手法を紹介します。

To make a computer to recognl ;ze wel i what w e  say , w e  have to teach the

computer not only the phonic knowledge but also the r し1 les of word order

(grammar)and the pronunoiation of indivldualwords(word dictionary).What wil1

happen l f  w e  say words that the computer does  not know? Here ,we  wlll
introduce a new method to make a computer recognlze words that do  not appear

on the word dictionary .

1.  辞書にない名前は認識できなぃ

音 声 認 識 を 使 わ れ た こ と が お あ り で し ょ う か ?

近頃は、  テ レ ビ な ど で 目 にす る 機会 も 多 く な り ま

した。 cM な ど に も 使 わ れ て い る よ う に 「あなたに
頂いたべったら演け 、  とてもおいしかった。 」  と マ

イ ク に 向 か っ て話す と 、  コンビュ ー タの画面にか

な漢字混じ りの文が表示される連続青声認識技術

は 、最近身近な生活に も入 り込んで き ま し た 。  日

新 し さ や物珍 し さ が 先行 し 、  ア ミ ュ ー ズ メ ン ト 的

なューザ イ ン 夕 フ ;r.一ス と し て急速に広ま っ た感

も あ る音声認識ですが 、実用化に際しては 、解決

しなければならない課題も数多 く残されています 。

そうした言果題の一つに未登録語の間題があります。

未登録語 と は 、 文字 どお り 、 辞書に登録 され て

いない単語の こ と です 。青声認識では通常 、単語

を そ の 読 み と と も に 「単語辞書」 に 格納 し 、 単 語
に基づ く処理を行つています 。  普段目にする青声

認識結果は、かな漢字混じ りの 「文字」 列ですが、
実際には  「単語」 列 と し て得 られ る認識結果を並
べて表示したものです。青声認識が、文字ではな

く 単 語 を 単位 と し て 行 われ る 、  と い う 点 が111要で
す 。 つ ま り 、 青 声 認 識 と は 、 単 語 辞 書 に 含 ま れ る

単語を並べて 、 青声 と の照合を行 う 処理に他な り

ません。  こ の結果 、  1 )  単語並びの文法的な適切

さ と 、  2 ) 並 べ た単語列の読み と入力青声 との青

響 的 な 近 さ 、  と を総合的に判断して 、  最通な単語

並びを選んでいるのです 。  こ の こ と か ら も 、 未 登

録語は決 し て 認識結果 と し て 得 ら れ な い こ と が わ

か り ます 。試 しに認識させてみま し ょ う 。 「名前は

力 ト リ シ ン ゴ で す」 。幸か不幸か、私たちの認識シ

ス テ ム で は 、  力 ト リ も シ ン ゴ も 単 語 辞 書 に 登 録 さ

れていません。認識結果は、  「名前は力 ト ゥ 氏 も で
す」 と な って し ま ぃ ま し た 。
も ち ろ ん 、  来登録語では因る単語な ら 、辞書に

登録すれば済む話です。  力 ト リ や シ ン ゴ が 認 識 さ

れずに困 る の な ら 、  マ ウ ス を ク リ ッ ク し て キーボ

ー ド を少 し l 可 J く だ けで 、苦 もな く設定が終わるか

もしれません。  パー ソ ナ ル ユー スの青声認識なら、

さ し て 間 題 と は な ら な い で し ょ う 。  し か し 、 青声

認 識 を 実 タ ス ク 上 で 連 用 し 、 サー ビスの自動提供

を 図 る と な る と 話 は 違 つ て き ま す 。 特 に 、  人名を
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始めとする固有名詞の類は 、  全てを網羅して辞書

に登録しておくことは本質的に困英l l1です。 一 方で、

そ う し た固有名詞は 、  夕スク達成上重要な情報で

あ る こ と が多 く 、 未登録語の間題は深刻です 。  さ

ら に 悪 い こ と に は 、 青 声認識 で は 、 未 登録語が発

声 されたのか 、 それ と も た ま た ま発音の仕方が悪

かっただけなのか 、  を識別す る こ と す ら 至難の業

なのです。では 、  ど う し た ら 未登録語の問題を解

決で き る の で し ょ う か ?

こ う し た 未 登録語の間題は 、 単 語 が静的 な リ ス

ト と し て 格 納 さ れ て い る こ と に 起 因 す る と 考 え ら

れ ます 。 つ ま り 、 認識処理中に 「適切な位置」 に
「適切な読み」 を持つ単語を動的に生成するこ とが
で きれば 、間題は解決 され ます 。 先ほ どの認識失

敗例 「名 前 は 力 ト ゥ 氏 も で す」 では 、本来単語辞
書 に あ る べ き カ ト リ と シ ン コ が 登 録 さ れ て い な か

っ た た め 正 し く 認 識 さ れ な か っ た も の で し た 。 そ

こ で 、  日本人姓で力 ト リ と ぃ う 読 み を 持つ単語 と 、

日本人名でシン ゴ と い う 読みを持つ単語をそれそ

れ生成して文中に理め込んでみまし ょ う 。

「名 前 は 力 ト リ  (日本人姓)  シンゴ ( 日本人名 )
です」 埋め込んだ 「位置の適切 さ」 は 、  「名前は
(日本人姓)  (日本人名 )  です」 と い う 並 び が 適 切
か ど う か を 、 既 存 の 認識文法 で評価す る こ と が で

き ま す 。 では 、  力 ト リ や シ ン コ が 日 本 人 姓 や 名 と

して  「適切な読み」 で あ る か を 評 価 す る に は ど う
し た ら よ ぃ の で し ょ う 。  どんな読みが日本人の姓

ら し ぃ 、 あ る い は 名 ら し ぃ、 と ぃ え る の で し ょ う

か ?

2.  「名 前 ら し さ」 を特徴付ける要素
私たちが普段見聞きする日本人の姓や名は、  そ

の読み  ( 振 り 仮名 )  に 関 し て 、 次 の よ う な 特 徴 が

持つことが経験的に予測できます。

1 . 長 さ に 関 す る 特 徴 : 姓 で は ス ズ キ 、 サ ト ゥ 、
夕カハシ な ど 、  名では、  タ ケ シ 、  ト オ ル 、  イ

チ ロ ウ な ど 、 振 り 仮 名 に し て 3 ̃ 4 文字程度

が一般的と思われます。

2 .  読みの構成単位に関する特徴 : 日本人の姓 ・
名は基本的に漢字の並びで構成されるため 、

振 り 仮 名 に し た と き に も 、 姓 で は ヤ マ 、  ム ラ 、



ナ 力 な ど 、  名 で は ロ ウ 、  イチ 、  ヒ ロ と い っ た

単位が高頻度で見受けられると思われます。

これ らの予測を統計的に英付ける分析結果を以

下に挙げておきます 。 いずれ も 、 市販の人名辞 ln1

に掲載 さ れ て い る 日本人姓 ・ 名、 3 0万人分の読み

と 我々が収集 し た旅行会話中の延べ 1 1 5 万 単語

(日本人姓 ・ 名は除去)  の読みとを比較した もので

す。

図 1 は単語の長 さの分布を示 してい ます 。  こ こ

で は 、 長 さ の 単 位 と し て 「モー ラ」 数 を 使 つ て い
ます。モー ラ と は 、 概 ね 仮 名 書 き し た と き の一文

字相当の単位です  (ただし1幼音 ヒ ャ 、  ビ ャ 、  ピ ャ

な どは 1 モー ラ と 数 え ます ) 。  こ の グ ラ フ か ら 、  日

本人姓 ・ 名 の 長 さ は 、 3 、 4 モー ラ を中心に非常に

偏つ た分布 を 取 る こ と が わ か り ま す 。  3 モー ラ と

4 モー ラ を 合 わ せ る と 、 姓 、 名 、  と も に 約 9 割 の

人名が該当するこ とにな り ます 。

次に、  図 2 は 単語のモー ラ並びに関する統計を

示しています 。ヤマ 、  ム ラ と ぃ っ た 、 高 頻 度 の 2

モー ラ 連鎮 を姓 ・ 名 ・ 旅行会話それぞれから N種

類 抽出 し た と き 、  そ れ が 、 姓 ・ 名 ・ 旅行会話それ

それの単語で使われるモー ラ並び全体に対し、  ど

の程度の割合を占めているか調べたものです。  例

えば、  日本人姓 ・ 名と もに 、高頻度 1 0 0 0 種類のモ

ー ラ 2 連 鎖 だ け で 、 姓 ・ 名モー ラ並び全体の8割以

上を占めてい る こ と が わか り ま す 。

以上の結果から 、  日本人の姓 ・ 名の読みが、  そ

の長 さ と 構成単位におい て 、  特徴的な傾向を持つ

こ と が わ か り ま し た 。  こ れ ら の特徴に基づいた読

み の モ デ ル を 構 築 す る こ と で 、 読 み の 「日本人姓
ら し さ」 「日本人名ら し さ」 を評価す る こ と が可能
に な り ま す 。

3 .  「名前 ら し さ」 を評価するモデル
それでは、単語の読みの 「日本人姓 ら し さ」 「日
本 人 名 ら し さ」 を 評 価す る モ デ ル を 作つ て み ま し
ょ う 。 そ れ ぞ れ 、 姓 の 読み モデル 、  名の読みモデ

ル、  と 呼 ぶ こ と に し ま す 。 モ デ ル の 構 築 に は 、 先

ほど分析に用いた 3 0万人の日本人姓 ・ 名 リ ス ト を

用います。  こ の リ ス ト を 用 い る の は 、 3 0 万 人 の 統

計 を 求 め る た め で は な く 、  そ こ に 無 い 姓 ・ 名に対

し て も 一般化で きそ う な読みの統計的傾向を知識

と し て 抽 出 す る た め で す 。  3 0 万 人 集 め て も 無 い

姓 ・ 名はた く さ ん あ る の ですか ら !

名の読みモデルは、  ある単語が日本人名であっ

た と き 、  そ の 読 み が 、 例 え ば シ ン ゴ と な る 確 率 を

評価するモデルです ( 姓の読みモデルも同様 ) 。  こ

の確率は、  次の:二つの確率の積で求める こ とがで
きます。  1 )  日本人名の読みが 3 モー ラ と な る 確

率、  2 )  3 モー ラ の日本人名の読みが 、 実際にシ

ンゴ と ぃ う並びになる確率 。

1 )  の確率を推定す るには 、  図 1 の 頻度分布 を

直 接 用 い る こ と も 可 能 で す が 、  ガ ン マ 分 布 と い う

確率分布に置 き直す こ と で 、  デ一夕量に対す る 信

頼 性 を 高 く す る こ と が で き ま す 。  ガ ン マ分布は 、

正規分布に代表される連続分布の一種です。  正規
分 布 の 定 義 域 が ( - o o . °°) で あ る の に 対 し 、  ガ ン

60

)0

3 4o
譯30
能 20
選- 10

0

2 3 4 li 6 7 8

モー ラ数

図 1  姓 ・ 名の単語長分布のイ扁り

日本人姓 日本人名旅行会話

国Top1

国Top10

日Top100

口Topl000
高l頭度N種
類の二連銀
モー ラ

図 2  姓 ・ 名のモー ラ並びの偏り

マ分布の定義域は ( 0 ,∞ )  と な り ます 。

一方、 2 )  の確率の推定には、N -g r a m と呼ばれ
る 確 率 モ デ ル を 用 い る こ と で 、 少 な い デー タ か ら

も 比 較 的 良 い 近 似 値 を 得 る こ と が で き ま す 。  N -
g r a mでは、  系列中でシンボルが生起する確率を 、

直前の N - 1 個のシンポル系列から推定します 。系

列全体としての生起確率は、  各シンボルに対する

N-g r a m確率の積で求められます。  と こ ろ で 、  日 本
人姓 ・ 名の読みには、  それぞれに典型的な構成単

位 が あ る こ と は 前 述 の と お り で す 。 そ こ で 、  シン

ゴの場合は 「シ、 ン、 ゴ」 とせず、  「シン、  ゴ」 の
よ う な シ ン ボ ル 系列 と し て N-g r a m 化する こ とで優
れ た モデル を 構築 で き る こ と が 実 験 か ら も ゎ か っ

て い ま す ' ' '。
実際にこの方法で構築した姓 ・ 名の読みモデル

を 用 い て 青声認識実験 を 行つ た と こ ろ 、 単 語辞書

に登録 し て認識 し た場合 と ほぼ同 じ精度で 、 未登

録語であ る日本人姓 ・ 名の読み、  姓 ・ 名の区別、

位置、  を正 し く 同 定 で き る こ と が わ か り ま し た '''。
さ ら に 、  この方法で同定された未登録語は 、読み

と カ テ ゴ リ  ( 姓 、 名 )  が わ か る た め 、 登 録 語 と 同

等に翻訳を行 う こ と が可能にな り ま し た 。  もはや 、

コ ン ピ ュ 一 夕 が カ ト リ シ ン ゴ 君 を 知 つ て い る か 心

配する必要はな く な り そ う です 。

4.  お わ り に

音声認識におぃて、  辞書に無い単語を認識するた

めの手法を紹介しま した 。  この方法は 、事前に全

てを列挙することが因英 l11な固有名詞に対して有効
と 考 え ら れ ま す 。 今 後 、 姓 ・ 名以外の未登録語を

始 め 、 略 語 、 造 語 な ど も 認 識 で き る よ う 、  さ ら な

る研究を進めていく予定です。
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研究動向紹介 - - -

英語リスニング  

Sc i en t i f i c  inquiry:

pronunciatlon ski l ls

ス ピーキング科学的上達法

How  t o  imp rove  e n g l i s h l l s t e n i n g

日本人が英語を学習する場合のき き と りや発音の学習の様子を 、  最新の音声情

報処理技術を用いて 、  多角的に研究してぃます。  そ し て 、  人間の音声学習の仕

組 み を 明 ら か に す る だ け で は な く 、  得 ら れ た 研 究 成 果 か ら 、  マ ル チ メ デ ィ ア を

利用した外国語学習方法への実践的な応用を試みました。

To better u r1derstand how humans process spoken language , our research
group is studying howlanguage leamers  deve1oplistening and pronunciation
ski1ls in aforeignlanguage.Forthe past severalyears,we have been conducting
extenslve research on native Japanese speakers' acqulsltion of English sounds,
uslng state -of -the-art techno1ogy . 〇し1 r researoh findings not only adva r1ce our
understanding of human speech processlng , b u t  they also help develop better
technology for human -computerlnteraction and effectlvelnstructionaltools for
second - language educatlon .

1 .  は じ め に

l -l本人の英1111 コ ンブレ ソ クスをイ可とか解 、11'1でき
ないものでしょうか。私たちのイ 1 J l究 :,、で は 人問 が
ど の よ う に 言 語 言 の ,1l 」き取りゃ発青を学1' 1Jす る か
と い う こ と を イ lJ1究しています. その成果の -つ と
して 、  人l 111の ,1高報処理の仕11、111みを考慮 し 、  最新の
高-f1,i支術を取 l ) 人れた 1,川練方1 j 1 を用いることによ
り 、  従来は無理 だ と 考 え ら れ て い た 成 人 に よ る 英

語-1 f声のききとりゃ究-1 ','学iJ',」が 可 能 で あ る こ と が
明 か に な l) ま した 。 また 、 き き と 1 ) と 発 1 1f の 相 1f

作 用 、 年 始 効 果 な ど 、 ' J ;'1J'1J にl;11連する重安な要 l人 1
も 明 ら か に な り っ つ あ り ま す 。 そ こ で 、  こ 1し ら の

イ1Jf究成果を  「11本人の 1111l:11f, コ ン プ レ ッ ク ス」 の角11'
決に役 .、:, て て い た た け る の で は な い か と 考 え 、  過
i1 2 年間にイ1111題 と 同 じ タ イ ト ル の実用 , l ,:を 3 11 l1-出用f
し ま した  ( 図 1 ) ''''''。 こ こ で は 、  これ らの , l ,-無で
取 り  1 -.げた学 i i1方法にlf、-J連したイ1J l-究にっいてご素,i1

介します。

図 1 出版した C D-R〇M付き実用書
2.  リ スニング学習

日本語話者が特に苦手とする/ r /と / l /のききとりを

中 心 に 、 成 人 ( 大 学 生 )  を対象 と して学習実験を

行いました。たとえば/ r / と / l /の学習では、判断する

際に、/r/または/1/の青だけしか手がかり に出来なぃ、

r ed ' -" I e d " の よ うな単語の組み合わせを何通りも用
意 し 、 青 を呈示 、  ど ち ら の単語か回答 、正誤のフ

イ ー ド バ ッ ク を 呈 示 、  と ぃ う こ と を 繰 り 返 し ま し

た。  また、  1人の話者の声だけで訓線するのではな

a n d

(株)  ATR人間情報通信研究所

第一研究室

山田玲子

く 、 イ?i?文の語者の J1 を 用 い ま し た 。  その結果、 ,1川
系1i、で使わなかった語者の発1-1-や、i川系東で出現しな
かった1 l'_ J'内の/r/と/1/でも間き上1又 れ る よ う に な り 、
その,川系来効果は6力1」後のテス ト l l11 -で も 保 ;i 、1 さ れ
て い る こ と が 分 か り ま し た. 「新しぃ言-の学 t,Jは 」'-
供のうちでないと1 i f ; l - l だ」 と ぃ う 常 ,11表をくっがえ
す結果が出たのです c

また 、 き き と 1)の:1川,f11l しか行わ なか ったに も か
か わ ら ず 、  11川 ,11東前後の/r/と/l/の発'fの明1りf t度 ( ど の
i、1l1度 ネ イ テ イ ブ に 正 し く き き と っ て も ら え る か )
を 1 則 定 し た と こ ろ 、 1t言 能 力 も 向 上 し て お り 、  き

きとりと発1:1との11l jに相11 作 用 が あ る こ と を 具 体

的に ノ」、一11一 こ と が で き ま し た?

3 .  発音学習

1t青に開しても、/ 1 /と / 1 /を取 l ) l -_げ 、 パ ソ コ ン を
用いた個別学1・l11'方式の訓系東で効果が 1 _が る か 実験
しました 。発 - l:i の 訓 練 では 、 発青に l11j係する高一な
どの器1i1 1の動きを外からモ= 夕 一す る の が 因 111i _な
た め 、  学 t,J者への情報 _'-1 1 ノJ、1方法が間題になってき
ま す 。 そ こ で 、  わ た し た ち は 3 つ の 1 ji、を 取 り 入

れました。

学1!i'の最初の段降fで 、  /r/や/1/の-高,-の形 をわか り や
すい方法で教 ノJ、1 し ま し た が 、  その際、  一つめの:L
夫 と し て 、  三次元cGの動画を用い 、  類を 1i通明に
す る こ と に よ っ て 、 学 習 者 に i「1 などの調青器宮の

声を出す

図 2  三次元CGによる舌の形の説明例
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動きを可視化して表示しました  ( 図 2 ) 。  こ の よ う

に示すことによ り 、 / r / または / 1 / だけの音 (つま り 、

r 一 、 ま た は l 一 と伸ばす青です )  は 、 意 外 な く

ら いす ぐ に発音で き る よ う に な り ま す 。

次の段階では 、 正 し く 発 青 で き た か ど う か チ ェ

ッ ク し な が ら 単語の発青 を重ね る 練習 を行い ま し

た 。 この時に 、 2番目の工夫として 、声絞表示をフ

イ ー ド バ ッ ク し て練習する方法を取 り入れま した 。

ま た 、 発音の良 し悪 しが定量的にはっ き り ゎ か る

よ う に 、  3 番 目の工夫 と し て 、 青声認識シ ステ ム

の出力する評価値を用いました。

こ の よ う な 方 法 を 行 い た学習実験 を行 い 、 訓 練

前後で発音の明瞭度を比較したところ、  /r/と/1/の発

音が飛躍的に上達するこ とが明らかにな りま した 。

また 、発音訓練の前後で 、  き き と り 能 力 も 測定 し

たのですが、発音訓練の効果は、  き き と り 能 力 向

上にもっながっていま した 。

4. 学習 と年齢

以上の実験はすべて大学生を対象にしたもので

す。 よ り 若年 あ る いは高齢の学習者の場合 、訓練

効果は ど う で し ょ う か 。 こ れ に答 え る た め 、 現在 、

小学生から中高年の方まで幅広い年齢層の方々に、

大学生 と全 く 同 じ 学習 を体験 し て い ただ ぃ て い ま

す 。 実 験 は継続中 です が 、 今 ま で の と こ ろ 、 高 校

生では大学生 と同程度の訓練効果が得 られ る こ と

が明 ら か に な り ま し た 。  また 、 5 0 歳代 、 6 0 歳代の

方々にっい て も 訓 ;1東効果が一 l一分 に あ る こ と が 明 ら
かに な っ て き ま し た 。 語学学習におい て 「若 く な
い か ら」 と い う 言 い訳は通用 し な く な り そ う で す 。

5.  違隔学習に向けて

速隔学習の可能性を模索す る こ と と 、  い ろ い ろ

な方のデ一夕を収集する と ぃ う 2 つの目的のため 、

1 9 9 8年 4月に、  「イ ン 夕一ネ ッ ト を 利用 し た英語音
き き と り ・ 発音に関する公開実験」 を開始 し ま し
た(URL : h t t p ://bluebacks.hip.atr.co.jp/)。 まだ、  日本

人を対象として試験的に運用している段階ですが、

1 年半で 、  3 0 0 0件以上もの示唆に富んだ実験デー

夕 が送 ら れ て き て い ま す 。  こ れ は 、 離 れ た 場所 の

人 同 士 を 結 ぶ ネ ッ ト ヮ ー ク の利用が 、 語学学習の

ーつの形態と して有効である こ と を示しています 。

6. 母語との関係

「何故日本人は英語が苦手なのか」 と い う こ と
を よ く尋ねられます 。教育方法や生活レベルでの

必要性など種々の要因があ り ますが 、音声情報処

理の立場か ら答 え る な ら 、  第一言語である日本語

シ ス テ ム と の 違 い が 大 き な 要 因 と し て 考 え ら れ ま

す。 実際、 韓国の大学生と日本の大学生では/r/と/1/

を全 く異な る き き と り 方をする こ とがわか り ま し た 。

母語 と の 干渉効果 を っ き っ め る こ と に よ っ て 、  よ

り根本的な解決方法が見つかる可能性があります。

7. 音音員学習と英語学習

「音音負(母青や子青)  を 学習す る こ と が 英語 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 に ど う 影 響 す る の か」 と 問
わ れ る こ と も あ り ま す 。 青 額 が き き と れ た か ら と

い っ て それだ け で英語が出来 る わ け では な ぃ こ と

は言 う まで もあ り ません 。

しかし、  人間の音声情報処理の過程を考えると、

青韻の学習が重要であるこ とが示唆されるのです。

耳か ら入つて き た音声は 、 処理の初期過程で 、 音

書損の列として解読され、後に、単語、文法の解読、

知識を利用した意味内容の理解、つま り情報処理

の後期過程へ と処理がすすんでいきます 。  こ れ ま
での英語学習は、  ど ち ら か と ぃ う と 後 期 過 程 に重

点がおかれてお り 、  初期過程の学習は軽んじ られ

て き た と ぃ え ま す 。  しかし 、初期過程の音韻の学

習が出来ていな ぃ ため 、  後期過程に過度の負担が

か か っ て い る 可能性は大いに あ り ま す 。 わ た し た

ちは、  音音貴の学習に焦点をあて、 一定の成果を出

す こ と が で き ま し た 。 今 後 、 音 韻 の 学 習 を 、 情 報

処理の後期過程に有機的にっなげてい く こ と に よ

り 、 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を飛躍的に向上

させ る こ と が出来るのではないか と考えています 。

8. お わ り に

わ た し た ち が 考 え る 英 語 リ ス ニ ン グ ・ ス ピー キ

ング科学的上達法とは 、  ①人間の情報処理の仕組

みに基づいた方法であ り 、  ②訓練効果が学習実験

で証明 され た方法であ り 、  ③音声認識やマルチメ

デ イ ア な ど先端技術を効果的に取 り 入れた方法で

あ り 、④情報インフラを高度に活用した方法です。

冒頭に挙げた書結-の中で呈示した学習方法は、
英 語 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を包括的に高める

に は至つ て い な ぃ に も か か わ ら ず 、  一般の方から

大変な好評をいただぃています 。  書緒, も增刷を重

ね、  発行部数は3田1 -で合計 8万部を突破しま した 。
こ れは 、  外国語学習の情報化に関して新たなあ り

方を示せた結果ではなぃか と自負しています 。  目

前に迫る 2 1 世紀に向け 、  わたしたちの研究成果が

語学教育の情報化、  そ し て 、  効果的な速隔学習に

つなが っ て い く こ と を 期待 し て い ま す 。

参考文献
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研究動向紹介 一 一

ミ リ波光源  一光から電波を作る話一

〇pticalmlllimeter-wave generator
ミ リ 波 の よ う な非常に周波数の高い電波を用い る と . 大容量の無線通信が可能

と な り ま す 。  こ の ミ リ 波 を 長 距 離 伝 送 し う る 手 法 と し て ,  送 り 側 で ミ リ 波 信 号

を光波に重量した ものを光フ ァ イバ伝送し 、  受け側に置かれた光検出器に よ り

ミ リ度成分を生成するR a d 1 o  on F i b e rシステム ( R〇F )があります。  こ こ で は ,

R〇Fの送り側に注目し、構造が単純なFab r y-Perotレーザ を 用 い た こ と と ミ リ 波
周波数が可変であるこ とを特長とした ミ リ波光源の研究に関し紹介します 。

Hlgh -speed wireless transmisslon can be achieved when a mi iiimeter-wave l s
used as the carrier wave, Radio on Fiber(R〇F)systems,which are based on

electrooptic modulation of 1lght waves by RF signals and fiber transmlssion of the

1lght signals,may be suitable for thelong transmiss1on of the milllmeter-wave
carriers. We present reoent our research into opticalmillimeter-wave generato l
with wide tunability for R〇F.

1. はじめに

期渡数の高い電渡 (般送 、11ii ) を使つた通信では、

大容11:の 1言報が重描: (変調 )  可 能 な こ と は ど な た

で も ご 存知 の こ と だ と 思 い ま す 。 現 状 の通信 シ ス

テムで搬送渡用渡数がイ1f i 度に高いものの代表例と

いえば、近水外線 (およそ 1 9 2 T H z )  に よ る 光 フ ァ

イ バ 通 信 で し ょ う 。  こ れ か ら ご 紹 介 す る お 話 は 、

近赤外線ほど用渡数は高 くあ り ませんが 、  ミ リ 渡

と 呼ばれ るM渡数の高い電渡  ( 3 0 ̃ 1 1 0 G H z く ら
い )  を 利 用 し た f 111-線通イr iのための光 11'1'に 1要1jするも

のです。

2. Rad lo on F 1be rシステム

原理的には、  ミ リ 渡 を 使 え ばi t較的容 , 1,1-の大き
な l l'i報をi及えるはずですが、  ミ リ 渡 は空気中での
伝搬 iti1)-が 大 き く 、  直 、,111:,'I ノ1.の 強 い  ( 言 い か えれば
広 が ら な ぃ 、  回 り 込 ま な い ) 電 渡 で あ る の で 、 送

受イ1,lの ア ン テ ナ が 速 方 に 配 置 さ れ る よ う な 通 常 の
i11]1線 通イ,l に は 用 い に く ぃ と い う 知_ ,1、,、が あ り ま す 。
しかし 、  将来的に短時間で特定の対象に対し ,1 1l1服

伝送 ・ 収集が可能な無線通イ言の要求がますます高

ま っ て く る こ と も予'l111されます。そこで 、 R a d i o  on
F i b e rシステム(R〇F ) ' ' 'と 呼ばれ る ミ リ 渡 の伝送方式
が注l 1 さ f してお1 ) ます。

こ の RoF は 、  マ イ ク ロ 渡 や ミ リ 波 の 無 線 信 号 で
変調 さ れ た光信号 を各 ア ン テ ナ基地局 ま で フ ァ イ

バ伝送させ 、 11 l、上也J, J内で無線信 1111- を 取 り 出 し て ア

図 1 R〇 Fシステムの 、1J り側の例
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ン テナか ら信号伝送す る シ ス テ ム です 。  現在の と

こ ろ 、 電 渡 の Jl1-1 か ない ト ンネルや :i也下などの一部

に も RoF が利用 され始めています 。  R 〇 F に よ る ミ
リ 渡信号11.,、送 の 大 き な メ リ ッ ト と し て は 、  ミ リ 渡
を 光 信号 の形 で光 フ ァ イ バ 内 に 開 じ 込 め る た め 、

極めて低1111'1失に長距高行1伝送可能なことが挙げられ
ます。 ま た 、  ア ン テ ナ 基 地 局 ご と に ミ リ 渡 発 振 器

を 置 か な く て す む よ う に で き る と い う 利 点 も あ り

ます。当イiJl'究室では、  この よ う な R〇 F で必要不可

ク( な ミ リ 波 信 号 を 発 生 さ せ る た め の 光 源 ( ミ リ 渡

光源)  のf ,J1:究を行つてお ります 。

3. ミ リ 波 光 源

ミ リ 渡 光 源 に 1y11 しては、  ミリ渡用渡表女で15区動可

能な超高速変調器を用いた方式、  2つのレーサの発

振用波数を厳常に l11」iilJ した方式、  レ ーザ内に変調

器 と 光 フ イ ル タ を 集 if l化 し た 光 源 に よ る も の な ど
l11L味、11111い多数の方式が学会報 1' 1- さ れ て い ま すc 一

方 、  R〇Fではューザ が11'11111的に ア ク セ ス し て 使 用

で き る こ と が  一般に望 ま し く 、 個 々の部品や 1ii置

な ど は な る べ く l li111,11で 、  将来的に安価になる見込
みがな く てはな り ません 。

そ こ で当研究 一 - では、①なるべ く イ1u111 な部品で
光 1 原 を構成で き る こ と 、 ② ミ リ 渡 の中心用渡数が

可 変 で あ る こ と 、  の 2 点 を 夕 一 ゲ ッ ト と し 、 イ1i造

が 最 も 的 単 な フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ーサを用いた光源の

イlJ「-究に1':1 手 しま した 。  フ ァ ブ リ ぺ ロ レーザは 、  レ
一 サ?果質の1,1,1端に i1i面 を 形 成 し た だ け の も の で 、
cD プ レーヤー な どに も使われてい る最 も身近な レ
ーザ の 1 つ で し ょ う c フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ーサの媒質

内部で光渡がijt面での反射を ,2・け ait質内を何用も
往イ?し て い く と 、 lii・質長の ,111'数分の 1 の 波長に相
l i し た 光渡だ け がil'1'中1,1されて外部に出てきます。

こ こ で 、 ?果 質 長 を う ま く 選 ん で や る と 所':1iの ミ リ

渡 用 渡 数 に 相 、'1した用渡表文開隔の多用渡数発振



(多モー ド )  光 が 得 ら れ る こ と に な り ま す 。  も し 、

フ ァ ブ リ ぺ ロ レーザの各モー ド間の周波数差が一

定であれば 、 任意の隣接 し た 2 モー ドの光波をフ

イ ル タ な ど で 選 び 出 し 、  高 速 フ ォ ト ダ イ オ ー ド

(PD)  で光電変換すれば2光波の周波数差の電気信

号 ( う な り )  を取 り出せ 、  こ れ を ミ リ 波 信 号 と し

て 使 え ば よ い こ と に な り ま す 。  しか し 、現実には

各モー ドの周波数の揺らぎは極めて大き く 、  そ れ

ら の う な り の 成分は 、 無線通信の搬送波 と し て は

到底使えるものではありません。

そ こ で 、  2 モー ドの周波数間隔を一定に制御する

こ と が必要にな り ます 。  このため外部から光波注

入 を し て 2 モー ド光波の周波数間隔を一定にする

手法 を と る こ と に し ま し た 。 具 体 的 に は 、 無 変 調

時には発振モー ドが単一の分布帰還形レーザ光に

対し正弦波信号で変調をかけ、  こ れ を フ ァ ブ リ ぺ

ロ レーザに注入します。変調光波は、変調周波数

ご と に ピー ク を も っ て お り 、  そ の う ち の任意の 2

ピー ク が フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー ザ の 隣 接 2 モ ー ド と

各々ほぼ等しぃ周波数であれば、  図 3 の よ う に フ

ァ ブ リ ぺ ロ レーザ の 2 モー ド をそれそれ注入され

た変調光波の 2ピー クの周波数に引き込めます '2 '。
この周波数が引き込まれる現象を注入同期と呼び
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図 4  ミ リ 光 ス ぺ ク ト li

ます。 注入同期の結果、  図 4 に 示 す よ う な と て も

ク リ ァ な ミ リ 波 信 号 を 得 る こ と が で き ま す''。
ミ リ 波 周 波 数 の 設 定 範 囲 が 広 い と い う こ と は 、

実 は ミ  リ波周波数の設定精度の面でも有利です。

先ほど 、  「フ ァ ブ リ ぺ ロ レーザのモー ド周波数間隔
はレーザ 媒 質 長 に よ っ て 決 め ら れ る」 こ と を 述 べ
ま し たが 、一般に媒質長には誤差があ り ます 。例

えば 、 6 0 G H z 間隔のフ ァブ リ ぺ ロ レーザの場合に

は媒質長はおよそ8 0 0 µ m ですが 、現実には少な く

と も 士 1 0 µ m 程 度 のば ら っ きは覚悟しな く てはな

ら ず 、  こ れはモー ド周波数間隔の精度としておよ

そ 6 0士 l G H zにな ります。一方、実験的には 5 G H z

の可変周波数範囲が得られていますか ら 、媒質長

のば ら っ き が あ っ て も 所望の ミ リ 波周波数 を設定

可 能 な こ と が 判 り ま す 。  また、  フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー

ザの発振周波数域はおよそ3 TH z と広いため、  注入

用の分布帰還形レーザの発振周波数をほ とんど気

にするこ とな く使える点も利点です。

一般に、分布帰還形レーザ は フ ァ ブ リ ぺ ロ レー

ザに比べる と まだ まだ高価ですが 、本光源内では

発振周波数の制限が緩いので比較的使いやすぃの

で は な い か と 考 え て い ま す 。  さ ら に 、  参照周波数

を 6 G H z に ま で落 と し て も 6 0 G H z の ミ リ 波 が得 ら

れ る こ と も 確 認 し て お り ま す の で 、 光 源 内 か ら 高

価 な ミ リ 渡 部 品 を 追 放 で き そ う で す 。

4. お わ り に

こ れ ま では 、  ミ リ 波搬送波を光波に重畳する光

源にっい て 研 究 し て ま ぃ り ま し た 。 幸 い な こ と に

前述した① 、②のタ ー ゲ ッ ト は 何 と か 達 成  (構造

が 単 純 な フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー ザ を 使 つ て 可 変 範 囲

5 GH zの 6 0 GH z帯ミリ波を発生 )  出来 た よ う に 思 い

ます 。現在 、  デ イ ジ タ ル 信 号 を ミ リ 渡 光 源 に 入 力

し、 その フ ァ イ バ伝送 と 復調の実験 を し てお り ま

す。近年、  よ う ゃ く ミ リ 波 変 調 光 波 か ら ミ リ 波 を

容易に検出できるよ うな高速応答のP Dが入手可能

にな っ たのですが 、  さ ら に周波数が高い場合で も

本構成は有効で あ る は ず で 、 他 の ア プ リ ケー シ ョ

ンなど も検討できればと思います 。

[1 1 H . 〇gaw a :M i c r ow a v e  and Mi11imeler-Wave Fiber 〇plic Tech-
no1ogies for Subcarr ier  Transmiss ion Sy s t ems ; 1EICE  Trans .

Commun. .vo1 .E76-B . I 9 9 3
l 2 ] L .Go l d b e r g , e t  a1.:Microwave s i g n a l g_eneration with injeclion-
lockedlaserdiodes:Electronics Letters. vo1. 1 9 , n o . 13 ,1983

[ 3 1M .〇gu s u , e t  a1.:Tunability f o r 6 0GHz -Band Mi11imeter-Wave
Generation Using Two-mode Injection Locking o f  a Fably -Pero1
Slave Laser:25th EC〇C99
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- ATR Monologue

私は こ の シ リ  ー ズの- -回l l  ( A T R ジ ャ ーナル2 6号 )  で基fi是イ111-究の定義は'1、可能に近い、 またそのマネ ー
ジの常通 も考えに く ぃ 、 と述べました 。  と は ぃ う も のの研究は l. l々 j 建みますし 、場合によっては私の立場

からの助言や方向イ,、 jけも必要でした。 そ う ぃ う と き に 私 な り の 規 111ii、 、l -1」lil「基準がなかったわけではあ り ま
せん。  なかなか1ii111深 く ,1111. しぃ l 1 1 1題ですから私の意図が思うように表現できるかどうか 1 1信はありませんが、

'1L l l.,1はそうぃう事イ内のごく -部にっいて述べてみます。  1-1い 1 1 1 さ れ た破い1t担で地しi.商ですが ・ ・ 。

研究と開発  一私の判断指針を明かす

(株 )国際電気通信基礎技術研究所

顧 間 葉 原 耕 平

/ 研 究 と 開発 ・ 実用化の違いの一側面一 「研究は展開」 「実用化は収東」
私にはイ1Jl- 究 と開発 ・ 実用化の述い と ぃ う 大 き ,な、11對' 1選に真正面から取り組む能力はありませんので、側面
から ぃ く っかの考えを ,1i1,べてみます。  私の考えではイ1J l究と実用化は 「 -つの注各組の延長_1 - に あ る」 場 合 と
「イ1J1:究は11t開 、 実 用 化 ( あ る い は 開 発 )  は収東」 とぃう対イ,1li 的性質を持つ場合に大別され、現実にはそれら
が複条lf に 結 み 合 つ て い る よ う に 思 い ま す 。 以 l、 、 それを少 しブレー ク ダ ウ ン し て述べてみ ます 。

2i 「研究実用化は連続線上」 の立場
こ れ は 常 li lMjに .L l1;被的分か り易い考え方かと l, 1 います 。  f 111 l- 究 の結果が う ま く 行けばそれを 111'品 ( 広い意
味で )  に;11 ,'1びイ、」け よ う 、 と い う も の で す 。  しかし、  それは l l で 1 1 う ほど簡 i l '.な こ と で は あ 1) ません。私は
よ く  「基械tイl1l l 究 としては、  ま ずは小 さ く て も ぃいから -了 -11文通しで -fしを??け て 先 が 見 え る よ う に す る よ う に 。
む こ う か ら 光 が見 えれば ますは J、i般だ」 と , 1い ま した。次はその -fしを広げる作 111::です.この辺りからがイ11「
究か ら J、1用化へのつなぎです。前者は どれ く ら ぃ 実 き 通せば,fしが , 't通 す る の か 、 -At知 11 i又に 、fi-測し ,1111.い lイ、1 受能
l ノl を iaえてお り 、 それはそれな り に大変で:,',', ,1Jがイ ぃ ますが 、  こ こ で は ff ll1れなぃでおきます.
l1l1 し,iはその ,fLを広ける作業です , その -fLは- l -分実用に 1田、1 え る よ う 大 き く な け れ ば 意味が あ 1 ) ません . T-

.校通しで第tいた1ミリほどの fしを何センチにもイ可 l -センチに も しなければならないか も知れません c しかも、
その過程は直ぐ後で J,,、べ る よ うに 1'i -通は生易し ぃ も のではあ り ません c も う  -つ 、 ;fしが11i'い た か ら と ,: 1 つ
て と ん で も な ぃ と こ ろ に 穿 け て し ま っ た 場 合 は _i11J つ て後で fしを広げるのがイ1i,i め て 1イ、1 1111l.と な る 場 合 が あ り ま

す. これが後々基1ttliJ1- 究 のセン スの よ さ 、 11111の よ さ を 間 わ れ る 所 以 ( ?i)え ん )  で も あ り 、  別な fしを?tけ1l'1
す方が前が よ く て l1 '.い場合 さ え あ り ます 。
J i用化に、l i たっての作業は時として ィi l 像 も っ か な ぃ く ら い 11 l11大な 力力 を 要 す る こ と も あ り ま す , 原 理 が

解 る こ と と 、  それを基にした生里品なりサー ビ ス が 実 現 さ れ る こ と は  J」 と ス ノ ポ ンほ どの大きな l1 1た り が あ

る 、  と 思 う 方 が 1年通です. 例えば秒速 8 k m で物
をノ1( 、1' にiltげれば地 _ 1-.に,各 - ト す る こ と な く .地」.11 1
を1,',1 る 、  と ぃ う こ と は ニ ュ ー トン力学から l 1:1明 解

田
です c しかし 、  それが実際に人 I:商」 11 1,に結実す  郎

る ま で い か に 多 く の ノJ力と l l J;間 を要 し た こ と か 。

これはイ1lii 端な例ですが、  基イ,是イ1J1-究 者 は し ば し ば f

こ れ に i l l し た 「原 理 が 解 つ た か ら あ と は モ ノ に  f f
f f

す れ ば ぃい だ け だ」 というフ,l11給的な考えに l111-'1る f ,・
j f

f t険 を ノ,;-l んでい ます 。  この辺の事・1 111が実は ア力  〇 一 一 一、「 f
デ ミ 、ノ クな基l ,jt分野のイ 1J1- 究 者にはあ ま り 理解 さ  f- 一 一。、

「ンf

れ な ぃ こ と で も あ り ま す 。  し か し 、 原 理が分か

ってなければ人 _ j 1 111f l 'が実」見しなかったの も?、 111;、、
、 - 、 - - f .  , , f  _ _ _ 事
レ ) くィ, f1_か (_ 、しょつ。  一 の 画者 の隔 た り に l-1本に
対 す る  「基修t イ 1J f究ただ来り論」 の相 f f .無理解の

要因1、 2の擦り合わせ結果

要因1の望ましい

範囲

-因があるのかも知れません c 要因2の望ましい範囲
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③ 「実用化は妥協と収東」
実用化 と ぃ う の は 、  私の考えではそれに先立つ研究で展開された諸要因にっいて妥協 し収東 させてい く

こ と です 。実用化は 「世の中での使用に耐え、有用で具体的」 な製品やサー ビスに結実しなければな りま
せん。 その目的に向けて多くの設計要因にっいて個々に値が決められ 、  それ ら が総合 さ れ て製品にな り ま

す。 その過程で要因 1 と要因 2が矛盾する性格の場合もありますが、  それでもどこかにそれらの妥協点を見

い出さねば製品にはっながりません。  こ う し て妥協点を見い出して も別な要因 3 と突 き合わせる と また相容

れ な ぃ 、 そ こ で ま た 少 し ずっ揺 さぶって妥協点を探 る 、  と ぃ う こ と が 次 々 に起 こ り 得 ま す 。 俗 に 言 う  「擦
り合わせ」 です。こ う して妥協を重ねながら製品に収東させていくのです。
さ ら に現実に事情を難 し く す る のは 、  設計に当たって拠 り所 とすべき基礎デ一夕が必ずしも 一十分ではな

い と い う 場 合 が あ る 、 い や む し ろ こ う ぃ う 場 合 の 方 が 多 い 、  と ぃ う こ と で す 。  また、  と く に 大 き な シ ス テ

ムの場合、個々の要素技術、例えば部品類はそれこそ日進月歩で進歩する場合がありますが、  だ か ら と 言

っ て 常に最新の も の を 採 り 入 れ よ う と す る と 全 体に観船 を き た し て 期限に間に合わ な く な る 、  と ぃ う こ と

も 起 こ り ます 。  したがって 、  ある時期に部品技術にっいて凍結する こ と が必要で 、  それらは指揮官の最大

の判断事項の一つでもあります。  さ ら に 、 拠 り 所 と す る デ 一 夕 が な ぃ と い う 理 由 で 止 め る 訳 に は い き ま せ

ん。 何らかの値を決め、  何らかの方策を採らねばな り ません 。  典型的なのは将来の消費者ニー ズが分から

な い ま ま ま と め 上 げねば な ら な い 、  な ど です 。 こ れ は リ ー ダや設計者の経験や11131な どのセ ン スが問われ る

部 分 で も あ り 、  ま た後世の批判の対象 と も な り 得 る 実に シ ン ド イ こ と で あ り ま す 。 実用化 と は期限に合わ

せて何が何でもまとめ上げる 、つま り収東が最大の課題と言つても過言ではありません。

0 基礎研究の局面 一 ブレー ク ス ルー と は
なぜ実用化のこ と を く ど く述べたか 、  それは基礎研究

はある意味でその対極にあるからです。  実用化には上述

のよ う に様々な制約があ り ます 。呪縛 と ぃ って も ぃい か

も知れません。 その中で .血みどろの努力が傾注されるわ

け で 、 そ れ だ け 大 き な ハ ン デ イ キ ャ ッ プ を 背 負 つ て い る

と も言えます。それに対して研究、  ことに基礎研究はお

よ そ そ う ぃ う 意 味 で の ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ が あ り ま せ ん 。

したがって 、  そのよ うな相対的な利点をいかに自覚して

効果的に活用するか 、それが問われる こ とにな り ます 。

その一つは、最初から収東を考えることは必要がなぃ、

むし ろ どん どん と展開 していかねばな ら な ぃ 、  と い う こ

とです。  しかしそれは後で実用化に際して有益な科学技

術的な根11111l,を提供する ものでなければな り ません 。それ
要因A

には大別してブレー ク ス ルー を求め る こ と と 汎用性を求める こ と の二つの側面があ る よ う に思います 。

単純化したモデルで考えてみます。  例えば要因Aと要因Bはお互いに相反関係  ( あるいは反比例 )  に あ る

と し ま す 。  R Aはすでに達成されている両者の関係です。  基礎研究に求められる一番大きぃ目的の -つは図
で言えば曲線 R B を実現する新しぃ方法を見い出すこ とで 、  こ れ が ブ レー ク ス ルーに相当します。  最初は ワ

ンポイン ト B 。だけでも十分です。  こ れ は 千 .1i1111通しで孔を穿ける こ とに相当します 。  こ う し て い ったん画1線

R, ,の実現可能性が示されれば、次にはそれを点線上のB , 、 B、の よ う に 、M化 で き る 可 能 性 が 明 る く な り 、 多
くの有用な知見が望めるかも知れません。

こ こで 、基礎研究の立場では自ら曲線 R B上に多 くの点を求めて も悪 くはあ り ませんが 、  それ以上に重要

な こ と は 、 田.-の中の現象は多かれ少なかれ何らかの限界があ りますから 、  それらの限界とその理由を先回
り し て 指 し 示す こ と で す 。  これに よ ってその現象な り理屈に汎用性が出てきて 、例えば装置設計者はその

許 さ れ た範囲で要因 A と 要因 B の ト レー ド ・オフを利用して設計値をB , にするか B 、にするかを決めるこ とが

できます。  設計者の流の見せ所で、  開発担当者としては現実には大切なことです。

以上を簡単にま とめますと基確研究に大切なこ とは 、  まずはブレー ク ス ルー 、 そして限界の解明、 、111'L化
です。  これ らのどの思想に沿つているのか 、  それが私が個々の研究の中身を見るとき

の判断  ・ 評価の一つの重要な要素でした。  時にはどっちっかずで意図不明なものも正

直ないではあ り ませんでしたが 。
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一 一 ・ , ATR Mono1og ue - -

世界のATR、 文化の壁を超えて

日本電信電話株式会社 サ イ バー ス ぺー ス研究所 主幹研究員

(前国際電気通信基礎技術研究所経営企画部次長)

曽 根  正

Semwa l f見」'-と (中央がi、1',者

先日、  A T Rに電話をして  「N T Tの曽根ですが」 と 言 つ た と こ ろ 、  対応していただぃた方に  「あ っ 、  次長

さんですね」 と 答えていただき ま し た 。何か 、  と て も 雄 し く 感 じ ま し た 。 私は 、  1 9 9 6 年 4 月から 3年 4 カ月
の間、 国際電気通信基礎技術研究所経営企画部の次長をさせていただきました。

着任した時のA T Rの第一印象は、  多 く  の国から外国人研究者が集ま  り 、 恐親会の時には彼らの奥さんや

子供らが気軽に参加し 、 それが自然 、当た り前の環境ができていた こ と で し た 。  さ ら に 、 研 究 面 で の A T R

の活躍はすば ら し く 、 「人間に学ぶ、人間にやさしぃ情報通信技術の研究」 に関す る さ ま さ ま な情報を世界
に発信 し て い る と こ ろ と 実感 し ま し た 。

こ の よ う な 、  世界のA T Rで仕事ができた事は、  私 に と っ て す ば ら し ぃ  1 ペー ジを人生日記に書き込むこ

と ができま した 。一結に仕事をさせていただいた皆様に 、  この場を借りて厚くお礼を中し上げます。

A T Rに在職中の私は、  せ っ か く 、  すばらし ぃ所 、  A T Rに来たのだから 、  多 く の 人 と コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

を取 らせ ていただ こ う と ぃ う 気持 ちで活動 し ま し た 。  青声翻訳通信研究所の次に設立する新しぃ研究所の

企画にあたっては 、  現在の京都大学の長尾真総長に何回かご意見をぃただく機会があり、  「こ れか らの音声

細訳はど う あ るべ きか l などにっいてご指導を ぃただき ま した 。

ま た 、  右上に掲載した写真は、  当時、  知能映像通信研究所に客員研究員として来ていた米国 ・ コ ロ ラ ド

大学のセムワル ・ スダ ッシ ュ障士一家 との京都でイン ド料理を 一緒に食べに行つたと きの写真です。異な

っ た文化 を持つた人 と 交流す る こ と の好 き な私に と っ て 、  と て も楽 し ぃ一時を も っ こ と が で き ま し た 。  ま

た 、  コ ロ ラ ド ・ スプ リ ン グ スでのお寿司 も手ごろの値段でお ぃ しか ったのを今で も思い出 し ます 。温かい

セムワル一家に囲まれていたので特別に美味し く感じたのかも知れません。  も ち ろん 、  A T Rの国際会議な

どの研究分野での世界とのコ ミュニケー シ ョ ン は 、  実績が物語つていますので省略します。

こ の よ う な 、  世界に開かれたAT Rを築かれた諸先難 iに敬意を表するとともに、  すばらしぃ A T Rの環境を

種々の面から維持、 さ ら に発展 させてい く こ と の大変 さ を っ くづ く感 じ る今日 この頃です 。

また、  世界のA T Rだから こそ味わえる言語の壁は、  単なる言葉の表現の違いだけでな  く 、 文化の違いを

時々病感させ られま した 。 その事例は 、言われれば当た り前の こ とですが 、  だ ぃ たいが 、 無意識の う ち に

や っ て し ま ぃ 、 失 敗 し て か ら  「あ あ 、 そ う か 、  こ の国ではそ う な んだ」 と ぃ う反省が多かった と思います 。

それだけに、  世界に開かれたAT Rの環境は、  自然にできたのではな く 、  そのよ うな研究環境や社会環境を

良し と した信念と 、 A T R で現在活躍中の皆さんの日頃の努力で作られている と思います 。その努力を怠る

と 、 何 も言わな ぃ のが美徳の日本文化 ? に戻つて し ま っ た り す る と 思い ます 。

今後 と も 、  lfi-界に開かれたA T Rが維持され、  活躍 され る こ と を心か ら願つてお り ます 。
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第 7 6 回 9 9 年 1 0 月 2 2 日  (人間情報科学シリ ーズ第 6 4 回 )

第 7 6 回科学技術セ ミナーは 、 ]憾覚による情景分析の第一人者であ

る 力 ナ ダ マ ツ ギー ル大学のアルバー ト ・ ブレグマン名誉教授、  な ら

びに米国Ve t e r a n s  Affa i rs  Med i c a lCen t e r (VAMC)のピェー ル ・ デ イ ヴ

ァンニ研究室長を講演者として迎えて行われました。

両氏の講演と も 、  当人間情報通信研究所にとっての重要課題のひ

と っ であ る  「I随 i覚による情景分析」 の重要性を再認識させて くれ る
も の と な り ま し た 。 ]確覚情景分析の核 と し て 、 音 を 聞 く と ぃ う 行 為

を、  単な る音響的エネルギーの検出 と し て で は な く 、  その信号を通

し て 外界に何が起 き て い る か を 認識す る と い う 行 為 と し て 提 え る 考

え方があ ります 。  すなわ ち 、  音が何故生じたかの原因を推量するこ

と が確覚に と っ て重要な課題 と な り ま す 。  こ の 音の認識 と ぃ う 間題

を 考 え る に当 た っ て 、  様々な音源から到来する音が絡み合つた音の

塊の中から人間の確 i 覚系がどのよ うな規則に基づいて巧みにそれぞ

れ の 青 の 流 れ ( 音 脈 )  を 解 き ほ ぐ し て い く か に 関 す る 解 説 が 、 興 味

深 い デ モ ン ス ト レー シ ョ ンや心理実験の結果も混えながら行われま

した。両氏の議論の共通点として、  人間に と っ て は ピ ッ チ の次元 と

時間的変動の次元の2つの次元が音月1定の分離にとって重要な手がか

り を 与 え る こ と 、  音源分離の場合にまず考慮される音源の空間位置

の 違 い は 、  む し ろ 二 次 的 な 手 が か り と し て し か 機 能 し な ぃ と い う 2

点が指摘できます。  こ の知見は 、 近年主流にな り っ つ あ る マ イ ク ロ

フ ォ ン ・ アレ一技術によ る音源分離のアプロ ーチが主に音源の位置

情報を活用している こ と と非常に対照的です。

現在の機械音声認識技術にとって 、  自然環境の中で集青した青に

対する認識率の向上は重要課題のひとっであり 、  工学的 に は マ イ ク ロ フ ォ ン  ・ ア レー を用いた手法等によ

り 、  ある程度の成果を上げっつあります。  し か し なが ら 、  その一方で適用できる状況は依然と して限定さ

れており、人間の ]確 i覚の適応度の高さにはまだまだ及んでいません。  さ ら な る技術革新を日指すためにも 、

青源の位置情報にはあま り依存しない人間の l11l11覚能力に対する知見を深め、  さ ら に議論を深めてい く必要
性とその有効性を理解する上で黄重な機会が得られたと考えております。

第 7 7 回 9 9 年 1 1  月2 9日  (人間情報科学シリ ーズ第 6 5 回 )

イ ン 夕 一 ネ ッ  ト ゃ マ ル チ メ デ イ ア 技 術 の 急速 な 普 及 に よ っ て 、  社

会の情報化が大変な勢いで進みっつあります。  し か し 、 洪水の よ う

に あふれかえ る情報への的確な ァ ク セ ス は必ず し も 容易ではな く 、

多様な情報源から効果的に情報を抽出するための技術の実現が強く

望まれています 。  こ う し た情勢の中 、画像情報処理や人工神経回路

網のアプ ロ ーチか ら情報抽出の間題に取 り組んでお られ る 、  オ ー ス

ト ラ リ ア ・ シ ド ニ 一 大 学 の リ ン - グ ァ ン 教授 を お迎 え し て 、 上 記 タ
イ ト ル の セ ミ ナー を開催いた し ま し た 。  ご講演では、  イ ン タ ー ネ ッ

ト 用 の探索エンジ ン S 〇 L 〇の開発プ ロジ ェ ク ト と 画像の復元 ・ 理解

技 術 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト と に 関 す る 極 め て ホ ッ ト な 最 近 の 話 題 を ご

紹介いただきま した 。

一 ATR科学技術セミナーの開催状況  -

アルバー ト ・  ブレグマン  (マ ツ ギール大学)

ピェ一ル ・ デ ィ ヴ ァ ン 二  (VAMC)

Albert Bregman名答教授

Pien-e Divenyi室長

リ ン ・ グ ァ ン  ( シ ド=一大学)

Ling Guan教授

当研究所における情報処理の研究は、  人間の処理能力の基礎的解明やその数理モデル化、  工学的なプロ

ト 夕 イ ビ ン グ に 軸 足 を お い て い ま す 。 本 セ ミ ナーは、  こ う し た 基盤研究の成果が イ ン 夕一 ネ ッ ト 等 の 現 今

の技術にどの よ う に活か され 、  また何を期待されているのかなどを学ぶ有益な機会とな り ま した 。

ATR Journa1 38号 WINTER 2000 25



研究成果報告会をA  T Rで開催

1 2月 1 6日 、  (株1エ イ ・ テ ィ  ・ ア ー ル音声翻訳通信研究所は、  研究プロジェクトの終了時期
を迎え、  これまで支援していただいた方々に 7年間の研究成果を報告すると と もに 、  その

活用の促進をアピールするため成果報告会を開催しました。  当日、 参加者は出資企業様は

じめ関係の深かった方々2 0 0名あまりを数えました。

ATRイ11l究成果 1,1i1 1, 会は、  イ111 -究 、1 ,?動を 1i'? J' したイ l月究1'リ l の成果を 111 '介 し 、  ご 、l 1「1用の J:1:_ iii、 り と し て い た だ く  場
と して従来は東京にて l11Jイ111 し て ま ぃ l ) ま し た 、 ノ,、l,,1の成果 .1 l11 -1', 会は 、  flJl究期l1ljの終 J'イl度に開イ1l11 し、イ1J1究
シ ス テ ム を 用 い た ブ レ セ ン テー シ ョ ン を 'j i ff 在するな と 、  ll11「究成果への理解をさらに深めてい /た だ く た め に 、

ATRにて開イ提i文しました ,

特に今回は、  「21 l 率 iの科学と技術」 と 題 し て 、 京都大学長尾眞総長

に基調講演をぃた,だ、き ま した 。請演の中で 「2 0 .̃-記はl1, 1然を対象にし ,た ;

分析の段階か ら 、  それ らの規則性を用いて新 し ぃ も の を創造す るシ ンセ  1

シスの段階へ と進んで きたが 、 2 1 1日◆ 111l二においては、20田 .-紀の人類が創り  , ・
出したl11.I 然 ( 害 1'建'1も含む)  を研究対象とする新しぃ 1,リm lを  j理える時代に 1 .

な る」 と力説されたことが印象的で、 2 0 0 0年を 1 1 l前に開イ程する意義深い 義響講議基
成果報告会 とな り ま し た 。  一構 解m

.1、部人字 長1i イu;
'川 の 会 場 は l 1 l1l 1 からお l日.-,,,11 に な っ て い る 企?1 - 大字i1、, の1川系イ1?関 か
ら 多i,:是.のこ来場をぃ,た た き 、  成果概要を 1 l11 '',-す る と と も に 、  l1 .英双方向
1', J I T 111111 ,11iシスフー ム ( A T R -MATR Ix 1 を用い /た i文イ小1 ,11,i介や 、  除i表-会場にお
け る 4 力同 1 ', ,1, f,1月,, 1 iシステムおよび-1t J1'合1Jk システムの 1リi ノ1、や、 i;t イ11-型
( ウ _ , ア ラ ブ ル )  およびネ ノ ト 「J ー ク -11.:・11iし型-1'1'1 l, l11,11,1, 13?システムのビテオに
よる i 1,'i介'i'をィ rい 、  こ来場いただ ぃた方に こ 1x J' ,1平をぃ,た だ き ま し た 、

M B S メ デ ィ アシ Eヨ ーにATR-MATR IX を出展
音声翻訳通信研究所では、 9 月 2 7 日  (月) か ら 2 9 日  (水) までMBS毎日放送本社で開イ養さ

れた 「 M B S メディアショ ー」 に日英双方向音声翻訳システムATR-MATR IXを出展しました c

本1it示会は 「放送 とデジ夕ル化」 を テーマ と し て お l )、 利
用者側のデジ夕ル化i支術の---環 と し た.i、:1来型パソ コンのコー
ナ ー ( 家度のデシ夕ル化、  モ バ イ ル な ど と fli 設 )  に A T R -
MATR lx を11造 ノ」 、しました。会 jitはかなリの1f重-11が j,1しl さ れ た
ため、  アクリルイf又の窓のある l川われたブー スを設11', し 、その
中にシステムをに, いて会話を行ないました。最初の21 1間は、
系列J, l11、 ス ポ ン サー 、 製作プロダ クシ ョ ンなどの特別ifi イ 11- 1 .1、
最終1.Iは -般if.i待l:1となっており、全来場者数は約4 . 5 0 0名、
A T R ブー スの見学者は1 . 0 0 0名強でした。来場者のうち、移

動通イ; 11業、 11111行業、 -f1?来 ,i方者の方は , 1 111翻1]訳 シ ス テ ム に 、
1j:是.送l?1j係の方は青声認111?にl11lll;1,を持たれました。 イ可を 1it示し
てい るかが分か り ゃす ぃ こ と も あ 1 ) 、  来場者のJ又応は全般的

に良好でした。  :11 i イ1Jl-究所のイ1Jl-究成果を多くの方々にァピー ル
す る こ と が で き ま し た c
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一一a
アー ト と テ ク ノ  口ジ一国際会議

“デジタル・ルネッサンス i nけいはんな”

(株)ATR知能映像通信研究所

国内に数ある学術研究都市の中で、  唯 一  「文化」 を名前に冠する  「関西文化
学術研究都市」 にお い て 、  アー ト と テ ク ノ ロ ジーの融合をテーマにした国際会
議 “ デ ジ 夕 ル ・ ル ネ ッ サ ン ス i n け ぃ は ん な ” が 、  1 1月 1 0日、  1 1 日の両日、 “ け

い は ん な プ ラ ザ ”  を会場にして開催された。  (財 )関西文化学術研究都市推進機構

と (社 )関西経済連合会が主催し、  (株 ) A T R知能映像通信研究所との共催によって

実現 し た 。 企 画 / 総 合デ イ レ ク タ ー をATR土佐尚子客員研究員が務め、  こ の 分

野で世界の第一人者である工学系、  アー ト系の講師を招聘し、  イ ン 夕 ラ ク テ ィ

ブ アー ト 作 品 と ぺ ッ ト ロ ボ ッ ト の 展 示 を 行 つ た 。 マ サ チ ューセッツ工科大学高

等視聴覚研究所(MIT' s  Center for Advanced V i s u a l S t u d i e s =CAVS )のステファン ・

A ・ ベ ン ト ン 所 長 に よ る 講演は C AvS の 位 置 に 関 す る も の で 、 科 学 、 技 術 、 芸
術 、 製 造 に加 え て デ ザ イ ン と ぃ っ た 分 野 の掛 け 橋 と な る cAvsの役割にっい て
話した。  続 い て 、  ATR土佐尚子客員研究員が、  “先端技術で甦る共振感覚' '  と 題

した講演を行なぃ、  アー ト と テ ク ノ ロ ジーの具体的な融合事例として、  感情を

認識し表現する作品の中から 、  観客の分身が深層心理を表現する作品にっい て

紹介した。  M I T人工知能研究所のロドニ ー ・ ブ ル ッ ク ス 所 長 に よ る 講 演 で は 、

“ 人 間 と ロ ボ ッ ト の相互作用 と未来の ロ ボ ッ ト の社会におけ る地位 ”  と ぃ う 夕 イ

ト ル か ら も 分 か る よ う に 、  ロ ボ ッ ト を 人 間 と の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン に よ っ て 成 長

さ せ る と い う と こ ろ がュニー クな点である 。  ATR知能l1央像研究所中津良平社長
に よ る 講 演 で は 、 “感 性 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン か ら 悟 り コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンへ” が

行なわれた 。  ヨ ー ロ ッ パ 最 大 の規模 を 誇 る シ ー グ ラ フ と 111 んで有名なデジ夕ル

映像の国際会議  『 イマジナ 』  を主催す る N A 国立視 ]l1ll1覚技術研究所のジルべ一

ル ・ デ ュ テ ル ト ル 氏は 、 来年で 2 0 回 目 を 迎 え る  “ イマジナ2 0 0 0 ”  にっい て 紹 介

した。  1 1 日 に は 、 サ イ バ ネ テ ィ ク ス 、  テ レ マ テ ィ ク ス 、  イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ メ デ

ィアを芸術の分野に活用した草分け的存在の英国 ・ ウェー ルズ大学のロイ ・ ア

ス コ ツ ト 教 授 の 講 演 を 始 め 、 A T R ク リ ス タ .  ソ ム ラ 一客員研究員は、  人工生命

と 芸 術 作 品 に お け る イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン と 進 化 にっいての研究を講演 し 、 事例 と

して作品を展示した。  = ユー ヨ ー ク近代美術館の主任学芸員であるバーバ ラ  ・
ロ ン ド ン 氏 は 、  ビ デ オ と イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ ・ アー トの今後の方向性や、電子作

品収集の可能性にっいて論議 された 。  東京大学先端科学技術研究セン夕一の廣

瀬通孝一教授は、“バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ ・ テ ク ノ ロ ジー と コ ン テ ン ツ ' と ぃ う 講

演 で 、 技 術 者 に も ク リ ェ イ テ ィ ビ テ ィ が 重 要 で あ る と ぃ う こ と を 強 調 さ れ た 。

最後にこの分野で約5 0年間の経験がある岐阜県立国際情報芸術アカデミ ー 坂根

厳夫学長によ り 2 0 世紀におけるア ー ト & テ ク ノ ロ ジーの歴史 と ぃ う 観 点 か ら 総

括的講演が行われた 。聴衆は 、定員 2 0 0 名の と こ ろ 、 4 0 0 名 と ぃ う多数の参加と

な り 、  その内訳は 、 工学系 6 割 、 芸術系 2 割 、 一般 2 割 と い う 状況で あ り 、 工学

系の関心の高さが伺われた。

会場風景

ステファン ・ ぺ ン ト ン所長

(M IT )

中津良平社長

(知能映像研究所)

ロドニー ・ ブルックス所長

(MIT)

「無意識の流れ」
土佐尚子

ぺ ッ ト ロ ボ ッ ト ァ ザ ラ シ 「ご ま」 と 描 「たま」 「ピコ ・ ス キ ャ ン」 「 ビンゴ」
柴田  宗徳 (工業技術院機械技術研究所 )  ク リ ス 夕 & ミ ニ ヨ ー ノ イマジナ'99
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A T R環境適応通信研究所ではよ  り 柔111111で適応性の高い通

信技術をハー ド ゥ ェアレべルで実現する E1的で研究を進め

てい ます 。 その一貫 と し て レーザカオ スに関す る研究を行

っ て お り 、  この研究は複雑系に関する先端的な科学や、多

重通信技術の工学等、複数の分野にまたがる新領域と して

内外か ら注日 されてい る 。  その研究活動の一買 と し て レ ー

ザ 力 オ ス ワー ク シ ョ ッ プ を 行 つ て い ま す 。

ワ ー ク シ ョ ッ ブは招待講演を中心に行われ 、外部か らの

招待講演者 と し て ラ ジ ャ シ ・ ロ イ 教 授 ( 米 国 - メ ー リ ラ ン
ド大学 ) 、  イ ン ゴ ・ フ イ シ ャ 一 動 教 授 ( ド イ ッ ・ ダ ル ム ス

夕 ツ ト 工 科大学 ) 、 大塚建樹教授 ( 東海大学 ) 、 大 i 平 順次

教授 ( 静 岡大学 ) 、 松 井康弘研究員  ( フ ェ ム ト 秒 テ ク ノ ロ

ジ一研究機構 ) 、  ア ラ ン - シ ョ 一教授  ( 英国 - ウ ,: . ー ルス
大学バ ン ゴ一校)、  ジ ア ミ ン ・ リ ュ ウ 教 授 ( 米 国 ・ カ リ フ ォ

ルニア大学ロサンゼルス校 )  の 7名が参加しま した 。招待

講演の他にも 、参加者全員によ るポ ス夕一発表のセ ッシ ョ

ン と 、 A T R で行われている実験の見学も企画され 、参加者

が十分、  最近の研究成果と研究動向にっいての情報交換を

行い 、活発な議論ができ る よ う に工夫 されていま した 。

今回のワー ク シ ョ ッ プ で 注目 さ れ た の は 、  レーザ カ オ ス

の同期技術です。  レーザ自身の非線形な自己変調で疑似ラ

ン ダ ム な信号の発生 と 、  そ の同期 も 可能 で あ る こ と か ら 、

拡散スぺク トル方式の光通信に利用できる新しぃレーザ 光

源 と し て注目が集 ま っ て い ます 。 最近 、 米国では 、  「非線

形 ダ イ ナ ミ ッ ク ス を 利 用 し た デ イ ジ 夕 ル 通 信 デ バ イ ス 」 の

第 2 回  レーザ力オスワークシ ョ  ツプ

9 9 ATR  Workshop on Laser Chaos

1 9 9 9年 1 0月 5日 ,  6日にAT Rでレーザカオスに関するワー ク シ ョ  ップが開催された。

このワー クショップの主な趣旨はレーザ物理と通信工学の新しぃ接点を求めることであ

り 、  内外 か ら レーザ物理、  レーザ工学の分野の研究者を中心に、 約2 5名が参加した c

海外からは英国、  米国、  ドイッの参加もあった。  1 9 9 8年に続きこのテーマで2回目のワ

一クシ ョ ッ プであった 。

Ra1al?hl R o y数i;1_

ポ ス 夕 一 セ ノ ションイ;、4,f、

共同プロジ ェ ク  ト が設立され 、  ヨー ロ ッ パ で も 類似 し た テーマで新 し ぃ プ ロ ジ ェ ク  ト が計画されています 。

今回のA T R ワー ク シ ョ ッ プ は 、 特 に レーザカオス同期の基礎的な間題点に関する理解が深まり 、今後の進

歩に必要な研究ス ト ラ テジーが明確になったと参加者から評価されています。

ワー クショツプの詳細は、h t t p : / / w w w.acr.atr.co.j p/dept4/1cw99でご覧ください。
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11 月4日 ,  5日の両日に第12回研究発表会を開催し、  ATRグループ各研究所の最新の

研究動向および成果を総括講演、技術講演、  ポスターセ ッ シ ョ ン に よ り 紹介 し ま し た 。

当目は多数のお客様のご来場を貝易り意見交換等も活発に行われ、 ご好評をいただきました。

ポ ス タ ーセ ッ シ ョ  ン風量-

酒井副社長総括講演模様

ATR研究発表会は、 グループ各社の最新の研究成果および

動向をご紹介する場、  ならびに研究成果のご活用をお考えぃ

ただく契機として毎年開催致しております。

今年は第 2世代の研究所が揃つてから 4年日であ り 、  よ り

一層充実した内容でお客様をお迎え致しました。

会場内は日頃からお世話になっている企業、  大学、  行政お

よ び各極団体等の関係機関か ら 、 2 日 間 にわ た っ て延べ約

1 , 5 00名の方々のご来場をいただき終日興辰わいました。

今回は 、総括講演 6件 、技術講演 7件 、  ポ ス 夕 一 セ ッ シ ョ

ン 7 9 件 と これ までの最大級の規模で 、研究発表会を開催す

る こ と が で き ま し た 。  また、今回は両日共、大学等の研究機

関に広く公開し、多数のご来場をぃただきました。

開催当日は朝早くからお客様が来訪され、いずれの会場も

議論の花が日美き、熱気に包まれた2日間でした。

また 、研究発表会の内容を よ り良 くす るため皆様にアンケ

ー ト に ご協力いただいてお り ますが 、  今回は半数近い方々か

らご回答を頂戴致しました。  ご協力いただき心から御礼申し

上げます。

その結果としましては大半の皆様方から概ね良好とのご意

見をぃただきま した 。  しかし、改善案等貴重なご意見も頂戴

致 し てお り ま すので 、 参考 と さ せ ていただ き 、 一層の改善を

検討していきたぃ と考えてお り ます 。
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国際電気通信基礎技術研究所に先端情報科学研究部を新設

国際電気通信基礎技術研究所(ATR - l )では研究開発本部に 「先端情報科学研究部」 を
新設 ( 平 成 1 2 年 1 月 1 目 ) い た し ま し た の で 、 そ の概要 を紹介 し ます 。

本研究部は、 2 1 世 紀におけ る人間を主導 とす る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ  ンの高度化を図り 、  計算機を介した人

間同士または人間と計算機の間の情報通信を :111i か にするために 、  情報通信処理の基車 r未時技術と先端的な

情報科学に関する基礎研究開発を i f l進することを日的とします。

また 、本研究部は研究を推進するにあた り さ ま さ まな性格を持つ研究資金に応じて柔軟な体制で行 う こ

と を 特徴 と し て 、 A T R -I 独 1111の基礎研究開発業務、共同研究開発業務、受言毛研究開発業務、公募型研究開発

業務、 A T R 腦活動イ メ ー ジングセン夕業務を行います 。

本研究部で実施するプロジェ ク ト と し ては 、以下のものがあ り ます 。

e 計 算 論 的 .lli111神経科学プロジェク ト
e 三次元形状イ メ ー ジ認知プ ロ ジ ェ ク ト

e 神 経 情報科学プ ロ ジ ェ ク ト

e 視覚適応統合機構プロジェ ク ト

o 腦 活 動 イ メ ー ジ セ ン 夕 プ ロ ジ ェ ク ト

e 青声言語学習機構プロジ ェ ク ト ( 仮称 )

e コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン創発機構プロジ ェ ク ト ( 仮称 )

e コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ダ イ ナ ミ ク ス プ ロ ジ ェ ク ト な ど

なお、 AT R-I組織における先端情報科学研究部の位撞づけを下に示します。
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E学研都市あれこれ

日本原子力研究所光量子科学研究セ ン タ ー

今回は昨年 6月にオ ー プ ン し たばか り の、 光量子科学研究センタ ー を訪問しま  した。

関西文化学術研究都市の自然と調和する木材を基調とした建物が印象的な光量子科学

研究センターに て 、  その設備と最先端のレーザ研究についてお話を聞かせていただき

ま し た 。

〇光量子科学研究センターの特徴について教えて下さい

光 1f子i:l-学イ1)1,究セン  夕 一は日本原子力研究所のl・1-1西研究所に属 しています。  すでに開所している大型方?
.li、j 光施設 「Sp r1ng -8」 に統く開西の1 1要研究施設として、  平成1 1年 6月にオ ー プ ン し 9  J -Jに完成記念式を開
イ者;し ま し た

光量子不:1-学イilf究セン  夕一は関西文化学術研究都市にふさわしぃ i11 ll.1 .l 11i 観を 11''f重し 、  環境に通応した外観
の建染物にしています.大きな屋イ長は奈良の大,f / 111111 を1力1月;させ、 内部の吹き iJ反けに使われている木や '大 '11i

は自然との調和を考えています 。同 じ l:1本原 1' 力イ'l11-究所のイ111 -究施設で も 、  こ の よ う に 用 辺環境や自i法、と の
1i1 わ り に こ だ ゎ っ てい るのは このセン タ ーだけではな ぃ で し ょ う か ,

セン夕一のイ11「究イ?、にはイ:11 -究貝が、,客ち着いて仕事ができ る個 ・ 、もあ 1 )  ますが、 jl 用 の ミ ー テ ィ  ン グ ス ぺ 一

ス 、  図:1- 館、  中 庭 な ど を 設 け 、 働 く 人 同 l二の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が 広 が る よ う な っ く り に し て い ま す。 ま

た f,'文地内に食堂、 イm,1施設と多l -1的ホー ルが 1 2 年 3  J Jに完成子定です。 1 3年 3月には科学館も完成予定で

すので 、  小中学生が 111 l,学への理解を深め る場にな る こ と を 期待 し て い ます 。  また、  光1 ,1-子科学イ111l 究セン夕

ーには 、  最先端のレーサ実験室を i ltね備えた実験イ東があります

光量子科学研究センタ ーの実験1東は地上2階、  延床 n111積約7 _5 0 0平方メ ー トルの建物です。  こ の中には 4
つの大実験室があります。 4大実験室は強風などの外部の影響を11方 ぐために用りの実験室とは別の基111:1iの L:

に建て られています 。  実験イ東では、 核燃料物質は保有していませんが、  x線レーザ や レーザ加速の実験をす
る際に発生するX線の外部への源1れを111)3 ぐため実験室の周りに厚さ5 0 c m ,  l m の コ ン ク リ ー ト 壁 を設けてい
ます。 4大実験室は全室クリ ー ンルー ム と し て利用する こ と が可能な上 、大変珍 し ぃ天井 ク レ ー ン 付 と な っ

ています 。  ま た 新 し ぃ 偏 光 シ ャ ッ タ ー な ど も導入 し 、 他の研究施設などで将来参考にな る よ う な管理シ ス

テムを採用しています 。
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〇 光量子科学研究センターの研究内容を教えて下さい。

主にレーザを中心とする新しぃ光源の開発とその利用が主な研究テーマです。 レーザは、  コ ンパ ク  ト デ ィ

スクや講演などの時に利用するレーザ ポ イ ン 夕 の よ う に 、  日常生活ですでに広く利用されています。光量子

科学研究セン夕一では、  すでに実用化されているレーザに比べ、  非常に短い時間に非常に大きな出力を出す

レーザや波長の短いx線レーザの開発を進めています。  そして 、  これ らの新し ぃ レーザを使つて基礎科学の
研究や産業の発展に役立つ研究開発を進めています。

具体的には、  約50兆分の  1 秒 と ぃ う非常に短い時間に、  集光すれば太陽のコロナフ  レアに匹敵する非常に

大きなェネルギーの光を発生できる小型のレーザ ( T キューブレーザ )  と 、  高品質で波長の短いx線領域の
光を発生するレーザの開発を進めています。  また、波長を自由に変えられる自由電子レーザの開発、電子加

速器の大きさを従来の 1 0 0 分の 1以下にできる と期待されるレーザ加速技術の研究、 光学素子や計測技術な

ど レーザの開発と利用の基盤となる技術の開発、  実験や観測が困難な現象を解明するための光量子シミュレ

ー シ ョンの研究にも取り組んでいます。

T キ ューブレーザ と は 、  Table  Top Terawatt Laserの

略です。 テーブル (Table) の上 (Top) に乗る程度の

大 き さ で 、  テ ラ  (Tera=1兆) ヮ ッ ト 級の強い光が出る
レーザ と い う 意 味 で 、 頭 文 字 の 3 つ の T を と っ て T キ

ューブレーザと呼んでいます 。

光量子科学研究セン夕一ではすでに世界最高性能の

T キ ューブレーザの開発に成功していますが、  こ れ ら

新しぃ光を用いて、  画期的な新展開が期待される技術

の開発や、  今まで知られていなかった現象を観測する

こ とによ り 、未知の科学分野の開拓に挑戦しています。

例えば、  T キ ューブレーザが非常に短い時間だけ発光する  と ぃ う特徴を利用すれば、  速い反応や連動をあ

たか も静止してい るかの よ う に 「見 る」 こ と が で き ま す し 、 x線レーザを利用すれば、細胞を遺伝子レベル
の精密さで生きたまま  「見 る」 こ と が可能 とな り ます 。 さ らに 、光によって原子核を制御して新たな物質を
「創 る」 こ と も期待でき ます 。  こ の よ う に T キ ュ ーブレーザ や x線レーザは技術革新の大きな可能性を持つ
てお り 、  こ れ ら を x線レーザ顕微鏡、  極微細加工、 医学診断、 治療等多方面に利用するための研究を進めて
いく予定です。

一伺 う前には 、  原子力研究所でレーザ を 研 究 し て い る と い う  こ と  しか知らなかったので、  漠然と核融合の基

礎研究を し てい る よ う に思つてい ま し たが 、  原子力にこだわらず生命科学から素材の加工までの広範囲を

視野に入れた研究をされているのに少し驚きました。

関西文化学術研究都市の東端に位置するこの広々とした研究所から大きな研究成果が生み出される日もそ

う 遠 く な ぃのではないか と感じ ま した 。

◇日本原子力研究所関西研究所光量子科学センタ ー (http://wwwapr.apr.jaeri.go.jp/)

〒61 9-0215 京都府相楽郡木津町梅美台8-1
見学にっいては、T e 1 . ( 0 7 7 4 ) 7 1 3 0 0 0にお間い合わせください。
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e受 賞 等

☆人工知能学会全国大会優秀論文賞  ( 1 9 9 9年1 2月1 7日 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

小野 哲雄  l 第「R知 jプ j1?f客整?i石ij?j所l 第四研プ し 至 客 貝 研 究 貝

l ATR知能映像通信研究所
今并 備i太 l 第四研究室研究員

1 富士通関西通信システム
l (前ATR知能映像通信研究所

江谷 為之 第四研究室研究員)

人 と ロ ボ ッ  ト の 間 に 円 滑 な イ ン 夕 ラ ク

シ ョ ン を 成立 さ せ る た め の イ ン 夕一 フ

ェ ー スモデルを提案し 、心理実験によ

り 、  その有効性を示した。具体的には、

携帯端末上でューザ と 対 話 し て い た 擬
人化エー ジ ェン ト が物理的な支援が必

要 な 場 で は ロ ボ ッ ト に 乗 り 移 る こ と に

よ り 、 一買性を持つてューザの支援を
行 う こ と が で き る 。

ヒ ューマ ン ロ ボ ッ ト イ

ン 夕 ラ ク シ ョ ン に お け

る関係性の創出

☆人工知能学会全国大会ぺストプレゼンテーション賞 ( 1 9 9 9年 1 2月 1 7目

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

全国大会参加者間の情報共有を促進す

l ATR知能映像通信研究所

実 用 A I 体 験 ラ ボ 発 表 l 角 康之 l 第二研究室研究員
「展示見学を対象とし 1  ,

た コ ミ ュ ニ テ ィ 支 援 シ

ス テ ム」 ATR知能映像通信研究所

間瀬  建二 第二研究室室長

る こ と を 目 的 と し て 、  我々が開発して

い る ガ イ ドェー ジ ェ ン ト シ ス テ ム を 試
用公開し、  日 l lfの研究成果を体験して

も ら った 。具体的には 、携帯ガイ ド端

末を貸し出してデジ夕ルポス夕一会場

の個人ヵ゙ イ ド を 提 供 し た り 、  オ ン ラ イ

ン に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ 情 報探索 ツ ー ル

を提供した。

e所員往来

平成 1 1 年 1 0 月 1 日 よ り 、  1 2月3 1日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( た だ し 、  6 ヵ月以上滞在の方のみ掲載)

採用年月日 A T R所属 氏 名 出 向 元 等

H11.10.12 ( 国 ) 経営企画部  開発室 中嶋毅 NTT

H11.12.1 (映) 第二研究室 研究員 Yang-HeeNam KA I ST

退職年月日 l 転 出 先 氏 名 A T R所属

H11.10.29 I Essentia1

H11.11.5 l 九州大学大学院

H11.12.22  I B M

H1 1 . l 2 .31 , Deutsche Bank A G

H11.12.31 l工業技術院電子技術総合研究所

Srinivas Desirazu

箱田祐司

Alain Biem

Martin Tonko

山本意司

(音)

(人)

(人)

(人)

(人)

第二研究室

第二研究室

第一研究室

第二研究室

第三研究室
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略語一覧

ATR-MATR IX

ATR N u-talk
ATR  SPREC

CHATR

DATR

H M M

MA P

M L-SSS
PEGASUS

PI

T D  M T

ToB1

VFS

ATR  Mult iiingualAutomatic Translation system for Information EXchange

Automatic Tuning of prosody controlRules and Non-Uniform unit TALK
ATR  SPeech RECognition system

CH a t とAT Rの合成語

Database Acoustic Treatment Resources

Hidden Markov ModeI

Max imum A posteriori Probability estimation

Max imum Likelihood Successive State Spliting

Prosody Extract ion&Generat ion,And Signa1-processing for Unit Selection
Prosody Interpretation

Transfer Driven Machine Translation

T〇nes and Break Index

Vector Field Smoothing

編集後記
今号は1月運れでお届けします。

「ExP〇85科学万博」 (つ くば研究学国都市で開催 )は l 5年前に開イ確された当時の科
学の粋を集めた園際海:11t会で、  思 い 出 さ れ る 方 も ぃ ら っ し ゃ る の で は な い で し ょ う か 。
その 111111年、 自動細訳電話プ ロジ ェ ク ト の研究がス タ ー ト し 、それを引継いだ音声話1i1訳
通信プロジェ ク トが今年終了します 。  さ ら に 付 け加 えれば 、 そ の111111年には、 111'i帯電話
が サー ビスを開始しています。

「速 く離れた人 と 、話 した ぃ 」 か ら 、電話機を発明し 、そ して 1 0 0 年 。  さ ら に 「いつ
で も 、  ど こ で も 、 今 す ぐ 語 し た い」 から、携帯電語の商品化へ。それが1 0年余 りで 1i:
話を追い抜く勢いで普及してしま ぃま した 。

これから先のこ とは話 l 1 に も ゎか りませんが、夢が実現し 、  さ ら に 願 望 ( 利 用 形 態 )

が普及の歳月を急加速して伸びて行くものの例えです。

今ほど、  明るい話題が喜ばれるご時世はありません。

A T Rにて青声翻訳通信技術の研究に携われた皆様、  これを支援して下 さ った方々にあ

らためて御礼を申し上げます。

( A T R音声細訳通信研究所企画課長岡田  実)

ATR J o u r n a l第3 8号  2 0 0 0年 3月 1日発行
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ATR グループのご紹介

7 0 %

出資

ATR ホームページ

http://www.atr.co.jp

ATRグルー プは電気通信分野における基礎的 ・ 独

創的研究の一大拠点と して内外に開かれた研究所を設

立する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をぃた

だき1986年3月に設立しました。

ATRグルーブは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている5つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の10の株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資7 0 % 、  民間約140社からの出資30%で構成され

ています。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに5成果管理会社

に対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行

っています。

役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充予定です。皆様のァクセスをお待ちしてぉります。

ATR知能映像通信研究所 http://www.mic.atr.co.1p
ATR音声翻訳通信研究所 http://www.itl.atr.co.jp
ATR人間情報通信研究所 http://www.hip.atr.co.jp
ATR環境適応通信研究所 http://www.acr.atr.co.jp
特 許 と 成 果 物 http://results.atr.co.jp

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込
口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡
口研究用ソフトウェア購入申込
【ソフトウェア名整理番号 :

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ カ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他
付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ,,ャーナルのこl 11人イ1?J 、  1・付先111:'ll1.1iをお .11-せ-1、 さ・1)場合には、 」_.iに ご ,i人の L
●1L11先変、更以外については、 変更 ・1・の1l・に」Z、要'11111をご,:i人11i11 います -

FAX等でご送付ドさし




